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No.７８No.７８８８

７７月月３０日、姉妹都市のアメリカ合衆国ベスレヘム市から来日している交換学生が、富３０日、姉妹都市のアメリカ合衆国ベスレヘム市から来日している交換学生が、富田田
林寺内町を散策しました。林寺内町を散策しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※関連記事１６ページ※関連記事１６ページ

じないま　　　　　　　　　　　　　　　　　　じないまちち交流館を見学中の交換学生交流館を見学中の交換学生

始まります、マイナンバー制度

国勢調査を実施します

９月は防災月間です

子育て・くらし・文化・スポーツの情報

Ｐ２

Ｐ３

Ｐ６

Ｐ１９～３１
本市の人口と世帯数（２７年７月３１日現在）
人口　１１万５２９９人（男性５万４７５２人、女性６万５４７人）

世帯数　５万１８１世帯
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始まります始まります、、
マイナンバー制　　　　マイナンバー制度度

　
　
年
　
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン

２７

１０

バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
皆
さ
ん

に
通
知
さ
れ
、　

年
１
月
か
ら

２８

社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
分

野
の
行
政
手
続
き
で
利
用
が
始

ま
り
ま
す
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

と
は
　

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
正

式
に
は
「
社
会
保
障
・
税
番
号

制
度
」
と
言
い
ま
す
。

　
同
制
度
で
は
、
住
民
票
を
有

す
る
全
て
の
人
が
番
号
を
持
つ

こ
と
で
、
国
や
市
区
町
村
な
ど

複
数
の
機
関
が
保
有
す
る
情
報

が
同
じ
人
の
も
の
と
確
認
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
割
り
当

て
ら
れ
る
　
桁
の
数
字
を
個
人

１２

番
号
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と

呼
び
ま
す
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
は
こ
ん
な
利
点
が
あ

り
ま
す

①
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現

　
年
金
な
ど
の
社
会
保
障
給
付

を
適
切
に
受
け
る
権
利
や
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
適
切
に

受
け
る
権
利
を
守
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

②
利
便
性
の
向
上
　

　
　
年
７
月
か
ら
、
年
金
の
手

２９
続
き
や
公
営
住
宅
の
収
入
申
告

な
ど
の
対
象
業
務
に
お
い
て
、

申
請
時
に
添
付
い
た
だ
い
て
い

た
証
明
書
の
提
出
が
不
要
に
な

り
ま
す
。

③
行
政
の
効
率
化
　

　
行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体

な
ど
で
の
作
業
が
効
率
化

さ
れ
、
ス
ム
ー
ズ
で
正
確

な
作
業
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

利
用
に
つ
い
て
　

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用

す
る
事
務
は
、
法
律
に
よ

り
社
会
保
障
・
税
・
災
害

対
策
分
野
の
事
務
に
限
ら

れ
ま
す
。

　
　
年
１
月
か
ら
、
年

２８
金
・
雇
用
保
険
・
健
康
保

険
・
各
種
給
付
な
ど
の
社

会
保
障
の
手
続
き
や
、
税
の
手

続
き
の
際
に
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
提
示
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆
問
い
合
わ
せ

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
〔

０
５
７
０
　
０
１
７

（２０）

８
〕

・
外
国
語
（
英
語
・
中
国
語
・

韓
国
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
）
対
応
コ
ー
ル
セ
ン

マイナンバー広報キャラクタマイナンバー広報キャラクターー
「マイナちゃん「マイナちゃん」」

タ
ー
〔

０
５
７
０
　
０
２
９

（２０）

１
〕

※
い
ず
れ
も
土
・
日
曜
日
、
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
午
前
９

時
　
分
～
午
後
５
時
　
分

３０

３０

※
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
の
た
め
通
話

料
が
掛
か
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
内
閣
官
房
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
社
会
保
障
・
税
番

号
制
度
」
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
〔h

t

tp
://w

w
w
.c
a
s.g
o
.jp
/jp
/se

is
a
k
u
/b
a
n
g
o
s
e
id
o
/in
d
e
x
.

h
tm
l

〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《27年１０月》　※詳しくは１０月号広報でお知らせする予定です。

・個人番号の通知　マイナンバー（個人番号）が記載された「通知カード」

を世帯ごとに簡易書留で郵送します

・個人番号カードの申し込み開始　公的な証明書として使用することがで

きる「個人番号カード」の申し込みが始まります

《28年１月》　※詳しくは２８年１月号広報でお知らせする予定です。

・マイナンバー利用開始　社会保障や税の手続きなどの対象業務の申請時

にマイナンバーの提示が必要となります

・個人番号カード交付開始　個人番号カードの交付が始まります（初回発

行手数料は無料）

《29年７月》

・証明書などの提出が不要に　対象業務において、申請時に添付していた

だいていた証明書の提出が不要になります

今後の主なスケジュール
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国
勢
調
査
は
、
日
本
の
人
口

や
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
統
計
法
に
基
づ
き
５

年
ご
と
に
実
施
す
る
最
も
重
要

な
調
査
で
す
。

　
　
年
国
勢
調
査
は
、
少
子
高

２７
齢
化
社
会
に
お
け
る
日
本
の
未

来
を
描
く
上
で
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
デ
ー
タ
を
得
る
た
め
に

実
施
し
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

法
令
に
そ
の
利
用
が
定
め
ら
れ

て
い
る
他
、
社
会
福
祉
、
雇
用

政
策
、
生
活
環
境
の
整
備
、
防

災
対
策
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま

す
。
　
今
回
の
調
査
で
は
、
先
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
を
受

け
付
け
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

回
答
さ
れ
な
か
っ
た
世
帯
に
は

紙
の
調
査
票
を
配
布
し
て
調
査

し
ま
す
。

　
紙
の
調
査
票
は
、
調
査
員
に

直
接
提
出
い
た
だ
く
か
、
郵
送

で
も
提
出
い
た
だ
け
ま
す
。

　
９
月
か
ら
　
月
に
か
け
て
調

１０

査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。※

詳
し
く
は
、

総
務
省
統
計
局

「
国
勢
調
査
２

０
１
５
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

サ
イ

ト
」〔h

ttp
:/
/
k

o
k
u
s
e
i2
0
1
5
.

s
ta
t.g
o
.jp
/

〕

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　

総
務
課
（
内
線

3
3
1
）

　
　
月
以
降
、
住
民
票
を
有
す

１０
る
皆
さ
ん
一
人
一
人
に
　
桁
の

１２

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

が
記
載
さ
れ
た
「
通
知
カ
ー
ド
」

を
送
付
し
ま
す
。（
２
ペ
ー
ジ
参

照
）
　「
通
知
カ
ー
ド
」は
住
民
票
の

住
所
地
に
送
付
し
ま
す
が
、
次

の
理
由
に
よ
り
住
民
票
の
住
所

地
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な

い
人
は
、「
居
所
情
報
登
録
申
請

書
」
を
９
月
　
日

ま
で
に
住

２５

民
登
録
を
し
て
い
る
市
区
町
村

に
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

①
 東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被

災
者
で
、
住
所
地
以
外
の
場
所

（
居
所
）
に
避
難
さ
れ
て
い
る
人

②
 D
V
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、

児
童
虐
待
な
ど
の
被
害
者
で
住

所
地
以
外
の
場
所
（
居
所
）
に

移
動
さ
れ
て
い
る
人

③
 一
人
暮
ら
し
で
、
長
期
間
、

医
療
機
関
・
施
設
に
入
院
・
入

所
さ
れ
て
い
る
人

　
申
請
書
は
お
近
く
の
市
区
町

村
で
入
手
い
た
だ
け
る
他
、
総

務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

ttp
://

w
w
w
.s
o
u
m
u
.g
o
.jp
/k
o
jin

b
a
n
g
o
_
c
a
rd
/0
8
.h
tm
l

〕
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。
　
申
請
に
は
本
人
確
認
書
類
や

施
設
な
ど
が
発
行
す
る
証
明
書

な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
居
所
と
は
、
現
に
居
住
し
て

い
る
「
住
所
地
以
外
の
地
」
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
窓
口
課

（
内
線
１
３
１
、
１
３
２
）

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢
調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調
査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査
ををををををををををををををををををををを
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま

国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

～
調
査
に
ご
協
力
を
～

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
「
通
知
カ
ー
ド
」
　
　
　

　
　
送
付
に
伴
う
居
所
情
報
登
録
申
請
を

風しんワクチン接種費用の一部を　　
助成します

　本市では、先天性風しん症候群を予防するた

め、妊娠を希望する女性などで、風しんに対する

免疫が不十分（抗体検査結果の数値が不十分）で

ある人を対象に風しん

ワクチン接種費用の一

部を助成します。

対象者　接種時に本市

に住民登録があり、風

しん抗体検査の結果、

免疫が不十分（ＨＩ法

で１６倍以下、またはＥ

ＩＡ法で８.0未満、い

ずれもワクチン接種日

以前５年以内の結果）

で、かつ次のいずれかに該当する人

①妊娠を希望する女性

②妊娠を希望する女性の配偶者

③妊娠している女性の配偶者

※現在、妊娠している人およびその可能性がある

人は接種できません。また接種後は少なくとも２

カ月間の避妊が必要です。

※申請方法、助成上限額など、詳しくはお問い合

わせください。

※風しん抗体検査は富田林保健所で無料で受ける

ことができますので、詳しくはお問い合わせくだ

さい。

問い合わせ　健康づくり推進課〔(２８)５５２０〕
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「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
の
受

付
場
所
が
変
わ
り
ま
す
　

　
臨
時
福
祉
給
付
金
の
市
役
所

の
受
付
場
所
が
9
月
7
日


～
、
地
下
9
0
2
会
議
室
か
ら

２
階
　
番
窓
口
向
か
い
の
特
設

２０

受
付
へ
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
金
剛
連
絡
所
で
は
、

引
き
続
き
2
階
特
設
受
付
で
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
ど
ち
ら
の
受
付
場
所
も
申
請

受
付
期
間
は
、　

月
　
日

ま

１０

３０

で
で
す
。
支
給
対
象
者
か
ど
う

か
の
確
認
や
申
請
書
の
必
要
な

人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
支
給
対
象
者
の
要
件
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の
ペ
ー

ジ
「
地
域
福
祉
課
」
で
も
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
　
　
月
　
日

ま
で

１０

３０

に
、
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添

え
て
、
郵
送
で

5
8
4
・
8

5
1
1
　
市
役
所
臨
時
福
祉
給

付
金
支
給
担
当
へ

※
市
役
所
お
よ
び
金
剛
連
絡
所

2
階
特
設
受
付
窓
口
へ
の
持
参

も
可
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
　３０

分
）。

問
い
合
わ
せ
　
市
給
付
金
専
用

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
〔

0
5
7

0
（
0
7
4
）
4
7
4
〕（
　
月
１０

　
日

ま
で
）、
臨
時
福
祉
給

３０付
金
支
給
担
当（
内
線
2
8
6
）

　「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
」
の
申
請
受
け
付
け

を
　
月
１
日

ま
で
延
長

１２
し
ま
す

　
支
給
対
象
者
で
申
請
が
ま
だ

の
人
は
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。
申

請
期
間
以
降
の
申
請
は
原
則
受

け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。　

　
な
お
、
申
請
書
が
お
手
元
に

無
い
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。　
※
公
務
員
の
人
は
職
場

か
ら
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
の
子
育
て
世
帯
臨
時

●臨時福祉給付●臨時福祉給付金金

●子育て世帯臨時特●子育て世帯臨時特例例

給付給付金金

に関するお知らに関するお知らせせ

　
国
の
地
方
創
生
総
合
戦
略
で

は
、
人
口
減
少
・
少
子
化
対
策

の
一
環
と
し
て
、
結
婚
か
ら
妊

娠
、
出
産
、
子
育
て
ま
で
の
切

れ
目
の
な
い
支
援
の
強
化
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
結
婚
を
真
剣
に

考
え
る
若
者
世
代
に
出
会
い
の

場
を
提
供
し
、
結
婚
へ
の
き
っ

か
け
と
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
将
来
結
婚
さ
れ
た
際
に

は
、
優
良
な
居
住
環
境
の
下
で

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
本

市
へ
の
定
住
を
働
き
掛
け
る
た

め
、
本
市
主
催
の
婚
活
パ
ー

テ
ィ
ー
を
　
年
度
中
に
４
回
開

２７

催
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
第
２
回
目
の

パ
ー
テ
ィ
ー
「
自
然
を
満
喫
！

Ｂ
Ｂ
Ｑ
＆
ミ
カ
ン
狩
り
♪
ア
ウ

ト

ド

ア

婚

活
 　
 サ

バ

ー

in

フ
ァ
ー
ム
」
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

と
き
　
　
月
　
日

、
正
午
～

１０

２５

と
こ
ろ
　
農
業
公
園
サ
バ
ー

フ
ァ
ー
ム

対
象
者
　
結
婚
を
真
剣
に
考
え

る
　
歳
か
ら
お
お
む
ね
　
歳
ま

２０

４０

で
の
人
　

定
員
　
男
女
各
　
人
程
度
（
申

２０

し
込
み
先
着
順
）

参
加
費
　
男
性
４
５
０
０
円
、

女
性
２
５
０
０
円

申
し
込
み
　
９
月
７
日

、
午

前
　
時
～
、
㈱
エ
ク
シ
オ
ジ
ャ

１１
パ
ン
（
受
託
事
業
者
）〔

０
５

０
（
５
５
３
１
）
９
４
５
１
〕
へ

※
必
ず
参
加
者
本
人
が
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※
㈱
エ
ク
シ
オ
ジ
ャ
パ
ン
申
し

込
み
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

t

tp
://w

w
w
.e
x
e
o
-ja
p
a
n
.c
o
.

jp
/e
x
_
s
p
e
c
ia
l/1
5
1
0
2
5
_
to

n
d
a
b
a
y
a
sh
i/

〕
か
ら
も
申
し

込
み
で
き
ま
す
。

※
電
話
で
申
し
込
む
場
合
は
、

ま
ず
「
富
田
林
市
の
婚
活
パ
ー

テ
ィ
ー
」
の
申
し
込
み
で
あ
る

旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
詳
し
く
は
、
㈱
エ
ク

シ
オ
ジ
ャ
パ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔h
ttp
:/
/
s
s
l.e
x
e
o
-ja
p
a
n
.c

o
.jp
/

〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
事
業
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
政
策
推
進
課
地
方
創
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
内
線
４
２
０
）
へ
。

婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
テテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテ
ィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ

婚
活
パ
ー
テ
ィ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
を

　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

～
自
然
を
満
喫
！
 Ｂ
Ｂ
Ｑ
 ＆
ミ
カ
ン
狩
り
♪
           

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

             ア
ウ
ト
ド
ア
婚
活
 　
 サ
バ
ー
フ
ァ
ー
ム
～

in

特
例
給
付
金
の
申
請
書
は
、
多

く
の
人
が
、
児
童
手
当
の
現
況

届
と
一
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
現
況
届
の
提
出
が
な

い
人
は
、　

月
支
給
分
（
６
月

１０

～
９
月
分
）
以
降
の
児
童
手
当

の
支
給
を
停
止
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
　
　
月
１
日

ま
で

１２

に
、
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添

え
て
、
郵
送
で

5
8
4
・
8

5
1
1
　
市
役
所
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
支
給
担
当
へ

※
市
役
所
２
階
こ
ど
も
未
来
室

へ
の
持
参
も
可
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後

５
時
　
分
）

３０

問
い
合
わ
せ
　
市
給
付
金
専
用

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
〔

0
5
7

0
（
0
7
4
）
4
7
4
〕（
　
月
１０

　
日

ま
で
）、
子
育
て
世
帯

３０臨
時
特
例
給
付
金
支
給
担
当

（
内
線
2
0
5
）

「富田林市きらめき商品券」完売し

ました

　プレミアム商品券「富田林市きらめき商品

券」について、７月に事前申し込みを受け付け

たところ、販売予定数を

大きく上回る申し込みを

いただきましたので、販

売は事前申し込み分で終

了となります。追加販売

はありません。

※その他詳しくは富田林

商工会ウェブサイト「富

田林市きらめき商品券のページ」〔http://gift.

tonshow.or.jp/〕をご覧ください。

問い合わせ　「富田林市きらめき商品券」事

務局〔(２３)６９００〕（土・日曜日、祝日を除く

午前１０時～午後６時）

第
２
回



５

　
毎
年
９
月
９
日
は
「
救
急
の

日
」
で
す
。
ま
た
、
こ
の
日
を

含
む
１
週
間
は
、「
救
急
医
療
週

間
」（
今
年
は
９
月
６
日

～
　１２

日

）
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
期
間
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
救
急
業
務
や
救
急
医
療
を

正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
例
年
、
救
急
に
関
す
る
行

事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
市
消
防
本
部
の
昨
年
の
救
急

出
動
件
数
は
６
６
４
３
件
で
、

搬
送
人
員
６
０
０
４
人
の
う
ち

３
５
８
５
人
が
軽
症
で
し
た
。

　
救
急
搬
送
や
救
急
医
療
は
、

重
症
患
者
に
対
応
す
る
こ
と
が

本
来
の
機
能
で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
を
守

る
救
急
体
制
を
維
持
す
る
た

め
、
ケ
ガ
や
病
気
な
ど
で
緊
急

の
場
合
は
、
迷
わ
ず
救
急
車
を

呼
ん
で
い
た
だ
き
、
そ
う
で
な

い
場
合
は
早
め
に
近
く
の
医
療

機
関
を
受
診
す
る
な
ど
、
救
急

車
の
適
正
利
用
に
引
き
続
き
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

救
急
講
演
会
を
開
催

と
き
　
９
月
　
日

、
午
後
２

１２

時
　
分
～
４
時

３０

と
こ
ろ
　
市
消
防
本
部
４
階
講
堂

※
車
で
お
越
し
の
場
合
は
、
市

役
所
第
二
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
駐
車
場
に

は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で

き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

内
容
　
講
演
「
突
然
　
胸
の
痛

!!

み
～
日
常
に
役
立
つ
心
臓
血
管

外
科
知
識
～
」

定
員
　
２
０
０
人
（
当
日
、
直

接
会
場
へ
） 
参
加
費
　
無
料

講
師
　
佐
賀
　
俊
彦
さ
ん
（
近

畿
大
学
医
学
部
付
属
病
院
心
臓

血
管
外
科
教
授
）

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
警

備
救
急
課
〔

　
１
１
２
５
〕

（２３）

救
急
活
動
を
見
て
く
だ
さ
い
！

　
家
族
に
も
し
も
の
こ
と
が

あ
っ
た
時
、
近
く
に
救
急
車
が

な
い
！
と
い
う
事
態
に
な
る
前

に
救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い

て
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
心
肺
停
止
に
な
っ
た
人
に
対

す
る
救
急
活
動
を
実
際
の
救
急

隊
が
実
演
し
ま
す
。
そ
の
他
、

応
急
手
当
て
の
紹
介
や
救
急
車

の
展
示
も
実
施
し
ま
す
の
で
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と
き
　
９
月
６
日

、
午
前
　１０

時
～
午
後
１
時

と
こ
ろ
・
内
容
　
エ
コ
ー
ル
・

ロ
ゼ
１
階
ア
ト
リ
ウ
ム
広
場
＝

救
急
活
動
の
実
演
、
救
急
資
器

材
の
展
示
な
ど
、
１
階
西
側
入

口
前
＝
高
規
格
救
急
車
の
展
示

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
消

防
署
〔

　
０
１
１
９
〕

（２３）

９
月
９
日
は

　
   「
救
急
の
日

「
救
急
の
日
」」

９
月
６
日
～
　
日
は

１２

「
救
急
医
療
週
間

「
救
急
医
療
週
間
」」

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
面
白
か
っ
た
本
や
心
を
動
か

さ
れ
た
本
な
ど
を
、
お
薦
め

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
、
次
に
そ
の
本
を

読
ん
だ
人
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書

き
ま
す
。
こ
う
し
て
い
ろ
い
ろ

な
人
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か
れ

た
本
が
集
ま
り
、
本
を
通
じ
て

人
が
つ
な
が
っ
て
い
く
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
図
書
館
「
ま
ち

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
は
関
西
を
中

心
に
2
0
0
カ
所
を
越
え
、
さ

ら
に
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
富
田
林
初
の
「
ま
ち
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
」
が
９
月
１
日

か
ら

「
き
ら
め
き
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」

２
階
の
本
棚
で
始
ま
り
ま
す
。

　
あ
な
た
を
感
動
さ
せ
た
本

で
、
誰
か
を
感
動
さ
せ
ま
せ
ん

か
。

本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本
ををををををををををををををををををををを
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
じじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじ
ててててててててててててててててててててて
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
ががががががががががががががががががががが
出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

本
を
通
じ
て
人
が
出
会
うううううううううううううううううううううう

　
　
　「
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

　
富
田
林
寺
内
町
や
農
業
公
園

サ
バ
ー
フ
ァ
ー
ム
を
訪
れ
る
人

が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
な
ど
で
情
報
検
索

す
る
際
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ

る
た
め
、
次
の
施
設
に
「
W
i
‐

F
i
」を
設
置
し
ま
し
た
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な

富
田
林
寺
内
町
の
公
共
施
設
と
農
業
公

富
田
林
寺
内
町
の
公
共
施
設
と
農
業
公
園園

サ
バ
ー
フ
ァ
ー
ム

サ
バ
ー
フ
ァ
ー
ム
にに
「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
WWWWWWWWWWWWWWWWWWWWW
iiiiiiiiiiiiiiiiiiiii
‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
FFFFFFFFFFFFFFFFFFFFF
iiiiiiiiiiiiiiiiiiiii

W
i
‐
F
i
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」を
設
を
設

置
し
ま
し

置
し
ま
し
たた

　
寄
贈
を
お
願
い
し
た
い
本
の

テ
ー
マ
や
そ
の
他
詳
し
く
は
、

き
ら
め
き
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

ttp
://w

w

w
.to
n
k
ira
.jp

〕
や
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
）

〔h
ttp
s
://w

w
w
.fa
c
e
b
o
o
k

.c
o
m
/
k
ira
m
e
k
i.f

〕
で
随
時

ご
案
内
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
き
ら
め
き
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
〔

　
５
５
０
０
〕

（２４）

お
、
利
用
方
法
な
ど
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

設
置
施
設
　
重
要
文
化
財
旧
杉

山
家
住
宅
、
旧
田
中
家
住
宅
、

じ
な
い
ま
ち
交
流
館
、
じ
な
い

ま
ち
展
望
広
場
、
農
業
公
園
サ

バ
ー
フ
ァ
ー
ム

※
な
お
、
W
i
‐
F
i
は
大
阪

観
光
局
が
提
供
す
る
「
大
阪
フ

リ
ー
W
i
‐
F
i
」
で
す
。

※
本
市
で
は
、
す
で
に
近
鉄
長

野
線
「
富
田
林
駅
」、
南
海
高
野

線
「
金
剛
駅
」、
き
ら
め
き
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
に
設
置
済
み
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
政
策
推
進
課

（
内
線
4
2
0
）

ききききききききききききききききききききき
ららららららららららららららららららららら
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
ききききききききききききききききききききき
フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ
ァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ
ククククククククククククククククククククク
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ででででででででででででででででででででで
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始
ままままままままままままままままままままま
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ままままままままままままままままままままま

き
ら
め
き
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で
、
始
ま
り
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす



６

※
同
防
災
ネ
ッ
ト
の
防
災
情
報

メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
に
登
録
す
る

と
、
本
市
に
特
別
警
報
、
気
象

警
報
・
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た

と
き
、
携
帯
電
話
に
メ
ー
ル
配

信
さ
れ
ま
す
。
登
録
は
、
こ
の

ア
ド
レ
ス
〔to

u
ro
k
u
@
o
sa
k
a

-b
o
u
s
a
i.n
e
t

〕
に
空
メ
ー
ル

（
件
名
・
本
文
に
は
何
も
入
力

し
な
い
）
を
送
信
す
る
と
返
信

さ
れ
て
く
る
メ
ー
ル
か
ら
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

登
録
は
無
料
で
す
が
、
メ
ー
ル

受
信
に
か
か
る
通
信
料
は
利
用

者
負
担
と
な
り
ま
す
。

《
パ
ソ
コ
ン
》

■
本
市
の
特
別
警
報
、
気
象
警

報
・
注
意
報

◎
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

t

tp
:/
/
w
w
w
.jm
a
.g
o
.jp
/
jp
/

w
a
rn
/2
7
2
1
4
0
0
.h
tm
l

〕

　
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
で

も
、
市
町
村
ご
と
の
特
別
警

報
、
気
象
警
報
・
注
意
報
の
発

表
状
況
を
確
認
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な

ど
で
放
送
さ
れ
る
と
き
は
、
画

面
表
示
の
文
字
数
や
読
み
上
げ

可
能
な
文
章
の
範
囲
内
で
伝
え

る
た
め
、「
大
阪
府
」
や
「
南
河

内
」
と
放
送
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
９
５
０
３
）　

※
気
象
情
報
に
関
す
る
こ
と
は

大
阪
管
区
気
象
台
予
報
課
〔


０
６
（
６
９
４
９
）
６
３
０
３
〕

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
災
害
名
を
併
せ
て
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

本
市
で
災
害
発
生
の
恐
れ
が
あ

る
と
き
、「
富
田
林
市
」
と
明
示

し
て
発
表
さ
れ
ま
す
。

　
本
市
に
関
す
る
気
象
情
報
な

ど
は
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
入
手
で
き
ま
す
。

《
携
帯
電
話
》

■
本
市
の
特
別
警
報
、
気
象
警

報
・
注
意
報

◎
国
土
交
通
省
防
災
情
報
提
供

セ
ン
タ
ー
〔h

ttp
://w

w
w
.jm

a
.g
o
.jp
/
jp
/
b
o
s
a
ijo
h
o
/
m
/

w
a
rn
/
a
re
a
/

1
0
6
/3
3
1
/2
7

2
1
4
.h
tm
l

〕

■
府
の

特
別

警
報
、
気
象
警

報
・
注
意
報

◎
お
お
さ
か
防
災
ネ
ッ
ト
〔h

t

tp
://w

w
w
.o
s
a
k
a
-b
o
u
s
a
i.

n
e
t/
m
o
b
ile
/

p
re
f/
M
o
b
ile

W
a
rn
in
g
J
m

a
D
e
ta
il.h
tm

l

〕

　
大
正
　
年
に
起
こ
っ
た
関
東

１２

大
震
災
の
惨
事
を
教
訓
に
、
毎

年
９
月
は
「
防
災
月
間
」
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
地
震
や
集
中
豪
雨
な
ど
の
自

然
災
害
は
、
人
の
力
で
事
前
に

食
い
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
　
し
か
し
、
日
頃
か
ら
災
害
に

対
す
る
備
え
を
怠
ら
ず
、
対
応

で
き
る
用
意
を
し
て
お
く
こ
と

で
、
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

家
族
や
地
域
で
で
き
る
こ
と
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

大
雨
な
ど
の
気
象
警
報
を
  

市
町
村
ご
と
に
発
表

　
気
象
庁
で
は
、
警
戒
の
必
要

な
地
域
を
よ
り
分
か
り
や
す
く

す
る
た
め
、
市
町
村
ご
と
に
特

別
警
報
、
気
象
警
報
・
注
意
報

を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
大
雨
警
報
を
発
表

す
る
際
、「
大
雨
警
報
（
土
砂
災

害
）
」「
大
雨
警
報
（
浸
水
害
）
」

の
よ
う
に
、
特
に
警
戒
が
必
要

９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
ははははははははははははははははははははははははははははははははは
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間
ででででででででででででででででででででででででででででででででで

９
月
は
防
災
月
間
で
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
 

日
頃
か
ら
気
象
情
報
に
は
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う

　
本
市
で
は
、
大
阪
南
農
業
協

同
組
合
と
災
害
時
に
お
け
る
支

援
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
大
阪
南
農
業

協
同
組
合
旧
彼
方
支
店
（
伏
見

堂
１
の
４
）
が
、
災
害
時
の
避

難
所
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
９
５
０
３
）

　
９
月
１
日

～
、
防
災
情
報

音
声
案
内
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し

ま
す
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
防
災
無

線
か
ら
放
送
し
て
い
る
防
災
情

報
に
つ
い
て
、
放
送
内
容
を
電

話
で
確
認
で
き
る
も
の
で
す
。

　
防
災
無
線
の
放
送
が
聞
き
取

り
に
く
い
場
合
な
ど
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
電
話
番
号
は
次
の

大
阪
南
農
業
協
同
組
合
旧
彼
方
支
店
が

災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た

防
災
情
報
音
声
案
内
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
ま
す

と
お
り
で
す
。

・
防
災
情
報
音
声
案
内
サ
ー
ビ

ス
電
話
番
号〔

０
８
０
０（
８

０
５
）５
６
５
３
〕（
固
定
電
話
、

携
帯
電
話
共
通
）

※
な
お
、
こ
の
電
話
は
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
で
通
話
料
は
掛
か
り

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
９
５
０
３
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫



７

準
防
火
地
域
と
は
、
地
震
な
ど

の
災
害
に
よ
り
生
じ
る
、
市
街

地
に
お
け
る
火
災
の
延
焼
被
害

を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
建
物
に
一
定
の
耐
火
性
能

を
義
務
付
け
る
こ
と

を
定
め
る
地
域
で

す
。
　
準
防
火
地
域
内
に

お
い
て
建
築
行
為
を

す
る
際
は
、
建
築
規

模
に
応
じ
て
建
築
制

限
が
適
用
さ
れ
ま

す
。

施
行
日
　
　
月
１
日

１０

準
防
火
地
域
の
指
定

　
本
市
で
は
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
今
後
発

生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
大
規
模

災
害
に
備
え
て
、
準
防
火
地
域

の
指
定
区
域
を
拡
大
し
ま
す
。

準
防
火
地
域
の
指
定
区
域
を
拡
大
し
ま
す

　
障
が
い
者
の
権
利
や
尊
厳
を

守
る
た
め
、
虐
待
を
防
止
す
る

こ
と
は
極
め
て
重
要
な
課
題
で

す
。
　
そ
の
た
め
、
国
で
は
障
が
い

者
虐
待
の
防
止
や
養
護
者
に
対

す
る
支
援
な
ど
に
関
す
る
施
策

を
推
進
す
る
た
め
、
障
が
い
者

虐
待
防
止
法
（
正
式
名
称
「
障

害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の

養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関

す
る
法
律
」
）
を
制
定
し
、
　

年
２４

　
月
1
日
か
ら
施
行
し
て
い
ま

１０す
。

　
虐
待
に
は
、
身
体
に
暴
行
を

加
え
た
り
、
拘
束
し
た
り
す
る

「
身
体
的
虐
待
」
だ
け
で
な
く
、

「
性
的
虐
待
」「
心
理
的
虐
待
」

「
放
棄
・
放
任
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）」

「
経
済
的
虐
待
」
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
　
こ
れ
ら
の
虐
待
は
、
特
定
の

人
や
家
庭
だ
け
で
起
こ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
虐
待
を

も
っ
と
身
近
な
問
題
と
し
て
捉

え
、
社
会
全
体
で
、
そ
の
予
防

や
早
期
発
見
・
対
応
に
努
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
か

ら
の
通
報
や
相
談
が
重
要
で

す
。
　
本
市
で
は
障
が
い
者
虐
待
に

関
す
る
通
報
や
相
談
を
次
の
窓

口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
通
報
者
や
相
談
者
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
ま

ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
障
が
い
者
虐
待
に
関
す
る
通

報
・
相
談
窓
口

・
障
が
い
福
祉
課
（
市
障
が
い

者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
）〔（
内

線
１
９
４
、
１
９
５
）・

　
３
（２５）

１
２
３
〕

■
障
が
い
者
虐
待
に
関
す
る
相

談
窓
口

・
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ー
る

（
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
）〔

　
６
５
７
５
・


（２０）

　
３
１
１
３
〕 

（５５）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１０００００００００００００００００００００月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月ででででででででででででででででででででで障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障がががががががががががががががががががががいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法～今年１０月で障がい者虐待防止法がががががががががががががががががががががが施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行施行
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みんなで防ごう障がい者虐待

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

区
域
　
上
表
参
照

※
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
（
内
線
４
５
３
、
４
５
９
）

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
ののののののののののののののののののののののののののののののののの
耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐
震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震
診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診
断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工

住
宅
の
耐
震
診
断
・
工
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事

補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補
助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
ののののののののののののののののののののののののののののののののの
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用

　
　
　
　
　
　
補
助
制
度
の
ご
利
用
をををををををををををををををををををををををををををををををををを

補
助
対
象
住
宅
　
昭
和
　
年
５

５６

月
　
日
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木

３１
造
住
宅

補
助
金
額
　

○
耐
震
診
断
＝
診
断
費
用
の
　１０

分
の
９
の
額
（
上
限
４
万
５
０

０
０
円
）　

※
一
般
的
な
住
宅
で
は
自
己
負

担
約
５
０
０
０
円
で
耐
震
診
断

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
耐
震
工
事
＝
工
事
費
用
の
３

分
の
１
の
額
（
上
限
１
０
０
万

円
）

※
そ
の
他
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
住
宅
政
策
課

（
内
線
４
３
８
）

オータムジャンボ宝くじ発売！

　１等・前後賞合わせて５億円が当たる

オータムジャンボ宝くじが発売されます。

同宝くじの収益金は、市町村の明るく住み

よいまちづくりに使われます。府内の宝く

じ売場でお買い求めください。

発売期間　９月２８日～１０月１６日

問い合わせ　（公財）府市町村振興協会〔０６(６９４１)７４４１〕



８

出
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
　
金
剛
連
絡
所
２
階

ホ
ー
ル

内
容
　
同
投
票
所
の
投
票
事
務

が
公
正
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
立

ち
会
い
、
投
票
所
閉
鎖
後
に
投

票
録
へ
署
名

対
象
者
　
本
市
に
住
民
登
録
を

し
て
い
る
、
選
挙
権
が
あ
る
　１８

歳
～
　
歳
代
（
昭
和
　
年
　
月

３０

５０

１０

２
日
～
平
成
９
年
　
月
１
日
生

１０

ま
れ
）
の
人
　

※
登
録
有
効
期
限
内
に
、　

歳
１８

～
　
歳
に
な
る
人
も
応
募
は
で

１９
き
ま
す
が
、
公
職
選
挙
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
り
、

要
件
（
　
年
６
月
　
日

以
降

２８

１９

期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前
投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投
票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票

期
日
前
投
票
所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所

投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投
票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票
立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
ををををををををををををををををををををををををををををを
追追追追追追追追追追追追追追追追追追追追追追追追追追追追追
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投
票
立
会
人
を
追
加
募
集
し
まままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

投
票
が
ど
の
よ
う
に
公
正
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
、

立
会
人
に
な
っ
て
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

学
生
の
皆
さ
ん
を
含
め
た
、
多

く
の
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
に
選

挙
や
政
治
に
も
っ
と
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
期
日

前
投
票
所
投
票
立
会
人
の
希
望

者
名
簿
へ
の
登
録
者
を
次
の
と

お
り
追
加
募
集
し
ま
す
。

　
選
挙
が
あ
る
ご
と
に
、
登
録

さ
れ
た
人
の
中
か
ら
同
委
員
会

が
立
会
人
を
選
任
し
ま
す
。

立
会
日
な
ど
　
期
日
前
投
票
期

間
中
で
同
委
員
会
が
選
任
す
る

日
の
午
前
８
時
　
分
～
午
後
８

１５

時
　
分
　

１５
※
休
憩
は
交
代
で
適
宜
取
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
が
、
施
設
外
へ

に
初
め
て
公
示
さ
れ
る
国
政
選

挙
か
ら
適
用
）
を
満
た
す
ま
で

は
選
任
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
積
極
的
に
特
定
の
候
補
者
の

選
挙
運
動
に
携
わ
っ
て
い
る
人

や
候
補
者
の
親
族
な
ど
は
除
き

ま
す
。

登
録
有
効
期
限
　
　
月
１
日


１０

～
　
年
９
月
　
日


２９

３０

報
酬
　
条
例
で
定
め
る
額

申
し
込
み
　
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
で
配
布
す
る
登
録
申
込

書
お
よ
び
応
募
動
機
記
入
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
９
月

　
日

（
必
着
）
ま
で
に

５

２５８
４
・
８
５
１
１
常
盤
町
１
の

１
　
同
事
務
局
（
内
線
４
８
６
）

へ
（
郵
送
可
）

※
登
録
申
込
書
な
ど
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の
ペ
ー

ジ
「
選
挙
管
理
委
員
会
」
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

※
同
事
務
局
で
審
査
の
上
、
登

録
者
を
決
定
し
ま
す
。
ま
た
、

同
立
会
人
は
登
録
者
の
中
か
ら

選
挙
ご
と
に
同
事
務
局
で
選
任

（
希
望
日
が
重
複
す
る
場
合
は

抽
選
）
し
、
選
任
者
に
は
選
挙

期
日
の
２
～
３
週
間
前
に
通
知

し
ま
す
。

※
登
録
を
さ
れ
て
も
選
挙
が
執

行
さ
れ
な
い
な
ど
に
よ
り
立
会

人
と
し
て
従
事
し
て
い
た
だ
け

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
選
任
者
に
は
制
度
な
ど
の
説

明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
の

で
、
そ
の
際
は
必
ず
出
席
し
て

く
だ
さ
い
。

選挙権年齢が18歳
に引き下げられます

　公職選挙法の一部が改正

され、２８年６月１９日以後

に初めて執行される国政選

挙（衆議院議員総選挙もし

くは参議院議員通常選挙）

の公示日のうち、いずれか

早い日以後に執行される選

挙、最高裁判所裁判官国民

審査および住民投票から、

選挙権年齢が満２０歳から満

１８歳に引き下げられます。

問い合わせ　選挙管理委員

会事務局（内線４８６）

喜志財産区議会議員選挙　

　任期満了に伴い、次のとおり選挙を実施します。

投票日　１０月４日、午前７時～午後４時

告示日　９月２９日

《立候補届け出受け付け》

とき　９月２９日、午前８時３０分～午後５時

ところ　市役所４０１会議室

問い合わせ　選挙管理委員会事務局（内線４８６）

11月22日は府知事選挙です

　任期満了に伴い、府知事選挙が実施されます。日程などは次のとおり

です。

投票日　１１月２２日、午前７時～午後８時

告示日　１１月５日

期日前投票期間・時間　１１月６日～２１日、午前８時３０分～午後８時

期日前投票場所　市役所４階４０１会議室、金剛連絡所２階ホール

問い合わせ　選挙管理委員会事務局（内線４８６）

　
本
市
で
は
、
災
害
時
の
避
難

に
支
援
が
必
要
な
人
（
災
害
時

要
援
護
者
）
を
ご
本
人
の
申
し

出
に
よ
り
台
帳
に
登
録
し
、
地

域
の
災

害
時
要

援
護
者

支
援
組

織
に
提

供
し
、 災

害
時
要
援
護
者
台
帳
に
登
録
を

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
適
切

に
情
報
管
理
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
台
帳
へ
の
登
録
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、
地
域
福
祉
課
ま
た
は

地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
２
８
２
、
２
８
５
）



９

　
こ
れ
ま
で
清
掃
工
場
（
南
河

内
環
境
事
業
組
合
第
１
清
掃
工

場
）へ
の
ご
み
の
持
ち
込
み
（
有

料
）
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
衛

生
課
で
の
手
続
き
が
必
要
で
し

た
が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の

た
め
、　

月
１
日

よ
り
、
清

１０

掃
工
場
へ
ご
み
を
直
接
持
ち
込

み
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

搬
入
可
能
時
間
　
月
～
金
曜
日

の
午
前
９
時
　
分
～
午
後
４
時

３０

　
分
ま
で
（
祝
日
、
年
末
年
始

３０は
除
く
）

搬
入
受
付
場
所
　
南
河
内
環
境

事
業
組
合
第
１
清
掃
工
場
（
甘

南
備
２
３
４
５
）

搬
入
可
能
車
両
　
最
大
積
載
量

４
㌧
以
下
・
全
長
７
㍍
以
下
の

車
両

搬
入
で
き
る
も
の
　
市
内
で
発

生
し
た
一
般
廃
棄
物
（
処
理
困

難
物
は
除
く
）　

※
産
業
廃
棄
物
は
搬
入
で
き
ま

せ
ん
。

申
し
込
み
　
同
組
合
第
１
清
掃

工
場
ま
た
は
衛
生
課
で
配
布
す

る
一
般
廃
棄
物
搬
入
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
同
組
合

第
１
清
掃
工
場
内
の
受
付
へ

※
一
般
廃
棄
物
搬
入
申
込
書
は

同
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

ttp

://w
w
w
.m
in
a
m
ik
a
w
a
c
h
i

-k
a
n
k
y
o
.o
r.jp
/

〕
ま
た
は
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の
ペ
ー

ジ「
衛
生
課
」か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
。

※
運
転
免
許
証
な
ど
、
本
人
確

認
で
き
る
も
の
が
必
要
で
す
。

事
業
所
の
場
合
は
、
雇
用
関
係

の
確
認
の
た
め
に
社
員
証
や
名

刺
な
ど
も
併
せ
て
必
要
で
す
。

※
手
数
料
は
ご
み
の
重
量
に
応

じ
て
変
わ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
４
～
１
４
６
）、
同
組
合

第
１
清
掃
工
場
〔

　
６
５
８

（３３）

５
〕

　
市
立
図
書
館
で
は
、「
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
事
業
」
と
し
て
、
保

健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る
４
カ

月
児
健
診
に
お
い
て
、
絵
本
の

大
切
さ
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

親
子
で
心
豊
か
な
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

受
診
者
全
員
に
絵
本
を
贈
呈
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
際
、
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の

広
告
入
り
図
書
館
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
封
筒
の

無
償
提
供
者
を
募
集

紹
介
な
ど
を
目
的
と
し
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
封
筒

に
封
入
し
て
同
時
に
配
布
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
経
費
の
削
減
に

努
め
る
た
め
、　

・
　

年
度
に

２８

２９

使
用
す
る
広
告
入
り
図
書
館
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
・
封
筒
を
作
成
し
、

無
償
で
提
供
し
て
い
た
だ
け
る

事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
周
辺
の
生
活
環
境
を
良
好
に

保
つ
こ
と
は
、
飼
い
主
の
マ

ナ
ー
で
す
。

　
犬
、
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
が
他

人
を
傷
つ
け
た
り
、
近
所
に
迷

惑
を
掛
け
た
り
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
次
の
こ
と
な
ど
に
注

意
し
て
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま

し
ょ
う
。

◎
犬
を
飼
う
際
は
、
飼
犬
登
録

を
し
て
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を

必
ず
年
に
1
回
受
け
ま
し
ょ

う
。

◎
フ
ン
・
尿
は
、
必
ず
ス
コ
ッ

プ
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
フ
ン
受
け

を
持
っ
て
後
始
末
を
し
て
、
臭

い
や
鳴
き
声
で
近
所
に
迷
惑
を

掛
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

◎
猫
は
、
他
人
の
家
に
迷
惑
を

掛
け
る
恐
れ
が
あ
り
、
交
通
事

故
や
感
染
症
な
ど
の
心
配
も
あ

り
ま
す
。
猫
は
、
室
内
で
飼
い

ま
し
ょ
う
。

◎
犬
や
猫
の
放
し
飼
い
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

◎
猫
に
む
や
み
に
エ
サ
を
与
え

る
と
、
周
囲
に
迷
惑
を
掛
け
た

り
、
将
来
捨
て
ら
れ
た
り
す
る

猫
を
増
や
す
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
や
め
ま
し
ょ
う
。

◎
何
ら
か
の
事
情
で
ペ
ッ
ト
を

飼
え
な
く
な
っ
た
ら
、
新
し
い

飼
い
主
を
探
す
努
力
を
し
、
安

易
に
ペ
ッ
ト
を
捨
て
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
数
が
増
え
す
ぎ
て
、
責
任
を

持
っ
て
飼
う
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
は
、
不
妊
・
去
勢
手
術
な

ど
に
よ
り
繁
殖
を
制
限
し
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
飼
い
犬
・
飼
い

猫
に
対
し
て
の
不
妊
・
去
勢
手

術
の
助
成
制
度
に
つ
い
て
＝
衛

生
課
（
内
線
１
４
３
、
１
４

７
）
、
犬
、
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
に

関
す
る
相
談
＝
府
動
物
管
理
指

導
所
藤
井
寺
分
室
〔

０
７
２

（
９
３
７
）
１
１
０
１
〕

犬・猫などの犬・猫などの　　

飼育マナ飼育マナーー

清清清清清清清清清清清清清清清清清清清清清
掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃
工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工
場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
ををををををををををををををををををををを
直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直
接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接
持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
ででででででででででででででででででででで
ききききききききききききききききききききき

清
掃
工
場
へ
ご
み
を
直
接
持
ち
込
み
で
き
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
ううううううううううううううううううううう
ににににににににににににににににににににに
ななななななななななななななななななななな
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ままままままままままままままままままままま

よ
う
に
な
り
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

※
広
告
主
は
、
事
業
者
で
募
集

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
し
込
み
　
９
月
８
日

～
　２４

日

（
月
曜
日
、
祝
日
を
除
く

午
前
９
時
　
分
～
午
後
６
時
）

３０

に
中
央
図
書
館
〔

　
４
９
２

（２５）

１
〕
へ



１０

石綿による疾病の補償・救済制度を
ご存じですか？

　中皮腫や肺がんなどを発症し、それが労働

者として石綿ばく露作業に従事していたこと

が原因であると認められた場合には、労災保

険法に基づく各種の労災保険給付や石綿救済

法に基づく特別遺族給付金が支給されます。

　石綿による疾病は、石綿を吸ってから非常

に長い年月を経て発症することが大きな特徴

です。中皮腫などでお亡くなりになられた人

が過去に石綿業務に従事されていた場合に

は、労災保険給付などの支給対象となる可能

性がありますので、まずは気軽にご相談くだ

さい。

問い合わせ　大阪労働局労働基準部労災補償

課〔０６(６９４９)６５０７〕、羽曳野労働基準監督署

〔０７２(９５６)７１６１〕

　
９
月
は
健
康
増
進
法
で
健
康

月
間
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
健

康
月
間
中
は
「
１
に
運
動
　
２

に
食
事
　
し
っ
か
り
禁
煙
　
最

後
に
ク
ス
リ
～
健
康
寿
命
の
延

伸
～
」
を
全
国
統
一
標
語
に
掲

げ
、
一
人
一
人
の
健
康
づ
く
り

を
促
進
す
る
普
及
啓
発
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
　

年
３
月
に

２７

「
健
康
と
ん
だ
ば
や
し
　
（
第

２１

二
次
）
及
び
食
育
推
進
計
画
」

を
策
定
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

生
活
習
慣
に
気
を
付
け
て
、
い

つ
ま
で
も
健
康
で
生
き
が
い
を

持
ち
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。
　
こ
の
た
び
、
健
康
月
間
に
ち

な
み
次
の
と
お
り
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

と
ん
だ
ば
や
し
健
康
応
援

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
～
気
軽
に

健
康
チ
ェ
ッ
ク
～

と
き
　
９
月
　
日

、
午
前
　

２５

１０

時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
エ
コ
ー
ル
・
ロ
ゼ
１

階
ア
ト
リ
ウ
ム
広
場

内
容
　

●
体
組
成
測
定
（
基
礎
代
謝
や

内
臓
脂
肪
レ
ベ
ル
、
筋
肉
量
、

体
内
年
齢
な
ど
を
測
定
）

●
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
（
唾
液

を
チ
ッ
プ
に
染
み
込
ま
せ
て
、

唾
液
中
に
含
ま
れ
る
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
る
と
増
え
る
ア
ミ
ラ
ー

ゼ
の
分
泌
量
を
測
定
）　
※
定

員
は
１
５
０
人
、
飲
食
後
　
分
３０

は
測
定
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

●
大
腸
が
ん
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

●
保
健
師
、
栄
養
士
に
よ
る
個

別
健
康
相
談

参
加
費
　
無
料
（
当
日
、
直
接

会
場
へ
）

問
い
合
わ
せ
　
健
康
づ
く
り
推

進
課
〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康
ととととととととととととととととととととととととととととととととととととと
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
ばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば
ややややややややややややややややややややややややややややややややややややや
ししししししししししししししししししししししししししししししししししししし

健
康
と
ん
だ
ば
や
し
　
  
２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１２１

イ
ベ
ン

イ
ベ
ン
トト
開開
催
！
催
！

　
９
月
　
日

～
　
日

は
自

１０

１６

殺
予
防
週
間
で
す
。
自
殺
で
亡

く
な
る
人
は
全
国
で
年
間
約
２

万
５
０
０
０
人
、
昨
年
は
府
内

で
約
１
４
０
０
人
が
亡
く
な
り

ま
し
た
。　

　
自
殺
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
複
雑
に
関
係
し
て
、
そ
の
多

く
が
「
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
」

で
あ
り
、「
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

社
会
的
な
問
題
」
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て

い
る
人
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
次

の
機
関
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
　
ま
た
、
身
近
な
人
の
悩
み
に

気
付
い
た
ら
、
温
か
く
寄
り
添

い
な
が
ら
、
悩
み
に
耳
を
傾

け
、
次
の
機
関
な
ど
へ
の
相
談

を
す
す
め
、
じ
っ
く
り
と
見
守

り
ま
し
ょ
う
。　

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ

イ
ヤ
ル
〔

０
５
７
０
（
０
６

４
）
５
５
６
〕（
９
月
１
日

、

午
前
９
時
　
分
～
　
日

、
午

３０

３０

後
５
時
ま
で
　
時
間
対
応
）

２４

■
府
こ
こ
ろ
の
健
康
総
合
セ
ン

タ
ー
〔

０
６
（
６
６
０
７
）

８
８
１
４
〕（
年
末
年
始
、
祝
日

を
除
く
月
～
金
曜
日
、
午
前
９

時
　
分
～
午
後
５
時
）

３０
■
富
田
林
保
健
所
〔

　
２
６

（２３）

８
１
〕（
年
末
年
始
、
祝
日
を
除

く
月
～
金
曜
日
、
午
前
９
時
～

午
後
５
時
　
分
）

４５

■
関
西
い
の
ち
の
電
話
〔

０

６（
６
３
０
９
）
１
１
２
１
〕（
３

６
５
日
、　

時
間
対
応
）

２４

■
大
阪
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー

〔

０
６
（
６
２
６
０
）
４
３

４
３
〕（
毎
週
金
曜
日
、
午
後
１

時
～
日
曜
日
、
午
後
　
時
）

１０

■
こ
こ
ろ
の
救
急
箱
〔

０
６

（
６
９
４
２
）
９
０
９
０
〕（
毎

週
月
曜
日
、
午
後
８
時
～
火
曜

日
、
午
前
３
時
）

■
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
〔

０
１
２
０

（
７
３
８
）
５
５
６
〕（
毎
月
　１０

日
、
午
前
８
時
～
翌
午
前
８

時
）

※
府
携
帯
サ
イ
ト
の
自
殺
対
策

の

ペ

ー

ジ

〔h
ttp
:/
/
k

o
k
o
ro
-o
s
a

k
a
.jp
/
j/

〕

に
、
さ
ま
ざ

ま
な
悩
み
の
相
談
窓
口
な
ど
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
づ
く
り
推

進
課
〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

ストレスチェッストレスチェックク

９月10日～16日は自殺予防週９月10日～16日は自殺予防週間間

～死なない～死なないでで

まず打ち明け　　まず打ち明けてて

その悩み　　　　　　　その悩み～～



１１

障がい者雇用推進フォーラム                 　　
in 南河内「障がい者進路合同説明会」

　特例子会社、能力開発校、就労訓練や日中活動などを

提供する福祉施設など、障がいのある人の進路先になる

事業所が一堂に会し、作品をご覧いただけたり、個別

ブースで個別面談を受けたりすることができますので、

これからの進路選択の機会として利用してください。

　また、専門機関による生活相談や就労相談など、個別

専門相談ブースも併設しています。

※午後１時３０分から就労ガイダンスを予定しています

（午後１時から先着順で受け付けますが、定員に達した

場合受講をお断りさせていただきますのでご了承くださ

い）。

とき　９月１２日、午後１時～４時

ところ　すばるホール銀河の間・秀月の間・３階会議室

対象者　障がいのある人やその家族、障がい者支援機関

の人、教育機関の人など

参加費　無料　※当日、直接会場へ。

問い合わせ　南河内南障害者就業・生活支援センター

〔(５３)６０９３・(５３)６０９５〕

若者のための就職応援プログラム　　　

「ホンキの就職」

　「応募に対する不安が強い」「なかなか応募に踏み切れ

ない」「自分に自信が持てない」といった就職活動の悩み

や不安を抱えた人を対象とした、グループワークにより

問題点を解決し、内定に結びつけるためのセミナーです。

とき　９月２９日、１０月２日、６日、９日、午後

１時～５時３０分（全４回）　※９月２９日は午後０時４５分

～開催。

ところ　南河内若者サポートステーション（常盤町３の

１７の５０１）

内容　自己分析、業種・職種理解、面接練習など

対象者　１８～３９歳の未就職者

定員　１５人　受講料　無料

申し込み　９月１８日までに同サポートステーション

〔(２６)９４４１・(２６)９４４５〕へ（電話申し込み可）　※申

し込み多数の場合は抽選。定員に満たなかった場合は引

き続き受け付けます。

お出かけ就労支援無料相談

　本市では、若年者、障がい者、母子・父子家庭の人、

中高年の人で、働く意欲がありながら就労できない人を

対象に、就労支援コーディネーターによる就労支援相談

を市就労支援センター（人権文化センター内）で実施し

ています。また、月１回市役所での出張相談も次のとお

り実施しています。ぜひご利用ください。（２２ページ参照）

とき　９月２９日、午後１時～４時　

ところ　市役所４階Ａ会議室　※当日、直接会場へ。

問い合わせ　市就労支援センター〔(２４)３７００・(２５)

５９５２〕

　
南
河
内
の
企
業
が
出
展
し
ま

す
の
で
、
就
職
を
希
望
す
る

人
、
就
労
に
つ
い
て
悩
み
や
相

談
が
あ
る
人
は
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

と
き
　
9
月
　
日

、
午
後
１

２９

時
～
４
時

と
こ
ろ
　
す
ば
る
ホ
ー
ル

内
容
　
求
人
企
業
に
よ
る
就
職

面
接
会
、
職
業
適
性
診
断
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人
情
報
検
索

コ
ー
ナ
ー
と
職
業
紹
介
、
労
働

相
談
、
障
が
い
者
就
業
・
生
活

相
談
、
総
合
生
活
相
談
、
母
子

家
庭
生
活
相
談
、
若
者
の
就
労

相
談
、
中
高
年
齢
者
就
業
相

談
、
府
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
相

談
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

相
談
、
雇
用
保
険
・
年
金
相
談
、

府
高
年
齢
者
向
け
事
業
説
明

コ
ー
ナ
ー
、
働
く
こ
と
Ｑ
＆
Ａ

パ
ネ
ル
展
示
な
ど

※
就
職
面
接
会
の
参
加
を
希
望

す
る
人
は
、
必
ず
履
歴
書
を
持

参
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
を

お
持
ち
の
人
は
同
カ
ー
ド
も
持

参
）
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

複
数
の
企
業
と
の
面
接
も
で
き

ま
す
の
で
、
予
備
の
履
歴
書
を

持
参
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課

（
内
線
４
８
１
）

「
求
人
・
求
職
情
報

フ
ェ
ア
」
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催
開
催

●
特
別
労
働
相
談
会
　

　
府
総
合
労
働
事
務
所
の
職
員

に
よ
る
相
談
で
す
。
な
お
、
職

員
に
よ
る
事
前
相
談
を
経
た
上

で
、
弁
護
士
相
談
や
社
労
士
相

談
、
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ

る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談
を
受

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
（
面
談

の
み
、
要
予
約
）。

と
き
　
９
月
　

日

～
　

日

１６

１９


、
午
前
９
時
～
午
後
８
時

（
　
日

は
午
後
１
時
　
分
～

１９

３０

５
時
　
分
）

３０

と
こ
ろ
　
①
同
事
務
所
（
大
阪

市
中
央
区
石
町
二
丁
目
５
の
３

エ
ル
・
お
お
さ
か
南
館
３
階
）

〔

０
６
（
６
９
４
６
）
２
６

０
０
〕、
②
同
事
務
所
南
大
阪

セ
ン
タ
ー
（
堺
市
西
区
鳳
東
町

四
丁
３
９
０
の
１
泉
北
府
民
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
２
階
）〔

０
７
２

（
２
７
３
）
６
１
０
０
〕

※
②
は
、　

日

は
午
後
５
時

１６

　
分
ま
で
。

４５※
　
日

は
①
の
み
実
施
。

１９
※
い
ず
れ
も
当
日
直
接
会
場

へ
。
電
話
で
の
相
談
も
で
き
ま

す
。

●
セ
ミ
ナ
ー

と
き
・
内
容
　
①
９
月
　

日
１４


、
午
後
１
時
　
分
～
４
時
　

３０

３０

分
＝
職
場
の
セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ

ハ
ラ
に
関
す
る
大
学
教
授
な
ど

府
総
合
労
働
事
務
所

に
よ
る
「
特
別
労
働

相
談
会
・
セ
ミ
ナ
ー
」

に
よ
る
基
調
講
演
・
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
②
　
日
１７


、
午
後
３
時
～
４
時
　
分
、

３０

　
日

、
午
後
２
時
～
４
時
　

１８

４０

分
＝
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
弁
護

士
、
臨
床
心
理
士
な
ど
に
よ
る

講
演

と
こ
ろ
　
エ
ル
・
お
お
さ
か
（
大

阪
市
中
央
区
石
町
二
丁
目
５
の

３
）　
　

定
員
　
①
２
０
０
人
、
②
各
　４０

人
（
い
ず
れ
も
申
し
込
み
先
着
順
）

申
し
込
み
　
①
中
央
労
働
委
員

会
西
日
本
事
務
所〔

０
６（
６

９
４
１
）
１
５
５
５
〕、
②
府
総

合
労
働
事
務
所
〔

０
６
（
６

９
４
６
）
２
６
０
０
〕

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



１２

　
本
市
で
は
、
男
女
が
互
い
の

人
権
を
尊
重
し
、
そ
の
個
性
と

能
力
を
充
分
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
て
、
男
女
共
同

参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
Ｂ
ｅ
‐
ｉ

n
ひ
ろ
っ
ぱ
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー

ラ
ム
分
科
会
実
施
団
体

募
集
！

ご利用ください！     
男女共同参画活動助
成金

　本市では、市民の皆さん

が男女共同参画に関わる研

修会などに個人で参加する

場合、またはグループで講

座の企画や学習、出版など

の自主活動をする場合に、

その経費の一部を助成して

います。

　今年度中に実施する事

業、研修会などが対象で、

申請には事業計画書や研修

会への受講予定表などを事

前に提出していただく必要

があります。

申し込み　人権政策課（内

線４７４）へ

　
富
田
林
・
ベ
ス
レ
ヘ
ム
姉
妹

都
市
協
会
（
T
B
S
C
A
）
で

は
、
両
市
の
友
好
親
善
と
英
語

力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
同
弁

論
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
　
　
月
　
日

、
午
前
９

１１

１５

時
　
分
～
　

３０
と
こ
ろ
　
市
消
防
本
部

出
場
資
格
（
定
員
）　
市
内
在

住
・
在
学
の
小
学
５
・
６
年
生

（
　
人
程
度
）

６０
演
題
　
自
己
紹
介
な
ど
（
１
分

以
内
）

申
し
込
み
　
９
月
　
日

（
消

２５

印
有
効
）、
午
後
５
時
ま
で
に

市
民
協
働
課
に
備
え
付
け
、
ま

た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課

の
ペ
ー
ジ
「
市
民
協
働
課
（
ベ

ス
レ
ヘ
ム
市
と
の
姉
妹
都
市
交

流
）」か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た

出
場
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、

５
８
４
・
８
５
１
１

　
市
役
所
市
民
協
働
課
（
内
線

４
７
３
）
へ
（
郵
送
可
、
市
立

小
学
生
は
学
校
を
通
じ
て
申
し

込
み
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

学
校
単
位
で
選
抜
と
な
り
、
出

場
者
は
各
校
４
人
ま
で
。
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　「
私（
た
ち
）の
大
切
な
も
の
」

を
テ
ー
マ
に
、
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
・
も
の
・
人
、
熱
中
し

て
い
る
こ
と
な
ど
を
撮
影
し
、

あ
な
た
の
思
い
を
エ
ッ
セ
イ
に

し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
思
い
出
の
写
真
、
大
切
に
し

て
い
る
写
真
、
携
帯
電
話
で
撮

影
し
た
お
気
に
入
り
の
写
真
で

も
構
い
ま
せ
ん
。

ヒ
ュ
ー
マ
ン
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
私
（
た
ち
）
の
大
切
な

も
の
」
作
品
募
集

～
や
さ
し
さ
を
フ
ォ
ト

＆
エ
ッ
セ
イ
に
～

　
作
品
は
、　

月
よ
り
、
市
内

１０

公
共
施
設
、
商
業
施
設
な
ど
で

巡
回
展
示
し
、
最
後
は
と
ん
だ

ば
や
し
人
権
フ
ェ
ア
（
　
月
５

１２

日

、
す
ば
る
ホ
ー
ル
で
開

催
）
に
展
示
し
ま
す
。

募
集
作
品
　
四
つ
切
り
ワ
イ
ド

（
２
５
４
㍉
×
３
６
８
㍉
）
ま

で
の
写
真
（
必
ず
タ
イ
ト
ル
を

付
け
て
く
だ
さ
い
）
と
２
０
０

０
字
以
内
の
エ
ッ
セ
イ
（
ひ
と

言
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
俳
句
、
川
柳

で
も
可
）
を
セ
ッ
ト
に
３
点
ま

で応
募
方
法
　
９
月
８
日

～
　１２

月
３
日

ま
で
に
、

５
８

４
・
８
５
１
１
　
市
役
所
人
権

政
策
課
（
内
線
４
７
２
）
へ
持

参
ま
た
は
郵
送
（
匿
名
、
ニ
ッ

ク
ネ
ー
ム
で
の
応
募
も
可
）

市
の
事
業
を
受
託
し
て
、
男
女

共
同
参
画
に
関
す
る
分
科
会
を

企
画
・
実
施
す
る
団
体
（
グ

ル
ー
プ
）
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

と
き
　
　
年
１
月
　
日

、
午

２８

３０

前
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

と
こ
ろ
　
す
ば
る
ホ
ー
ル

募
集
団
体
　
２
団
体

申
し
込
み
　
　
月
５
日

ま
で

１０

に
人
権
政
策
課（
内
線
４
７
４
）

へ
　

※
実
施
団
体
は
、　

月
　
日


１０

１９

に
選
考
会
を
開
催
し
、
決
定
し

ま
す
。

　
　
月
４
日

～
　
日

の
人

１２

１０

権
週
間
に
合
わ
せ
、
毎
年
　
月
１２

に
開
催
し
て
い
る
同
フ
ェ
ア
へ

の
参
加
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

展
示
や
発
表
な
ど
を
通
じ
て
日

頃
の
活
動
を
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。

と
き
　
　
月
５
日

、
午
前
　

１２

１０

時
～
午
後
３
時
ご
ろ

と
こ
ろ
　
す
ば
る
ホ
ー
ル

対
象
者
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
サ
ー

ク
ル
、
ク
ラ
ブ
な
ど
の
市
民
活

動
団
体

募
集
団
体
　
　
団
体
（
申
し
込

１５

み
先
着
順
）

申
し
込
み
　
人
権
政
策
課
で
配

布
す
る
申
し
込
み
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
９
月
８
日


～
　

日

ま
で
に
、
郵
送
、

２５
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

５
８
４
・
８
５
１
１
　
市
役
所

人
権
政
策
課
（
内
線
４
７
２
）

〔

　
９
０
３
７
・
Ｅ
メ
ー
ル

（２５）

jin
k
e
n
@
c
ity
.to
n
d
a
b
a
y
a
s

h
i.lg
.jp

〕
へ

※
申
し
込
み
用
紙
は
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で

同
課
へ
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ

ば
、
追
っ
て
送
付
し
ま
す
。
ま

た
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課

の
ペ
ー
ジ
「
人
権
政
策
課
」
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

２
０
１
５

と
ん
だ
ば
や
し
人
権
フ
ェ
ア

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

参
加
団
体
募
集



１３

　
９
月
は
広
く
皆
さ
ん
に
自
転

車
利
用
に
関
す
る
交
通
ル
ー
ル

の
順
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー

の
実
践
を
習
慣
付
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
転
車
の
安
全
利
用

を
促
進
し
、
自
転
車
利
用
者
の

交
通
事
故
防
止
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
「
自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
強
化
月
間
」
に
指
定
さ
れ
て

　
９
月
　
日

～
　
日

ま
で

２１

３０

の
間
、「
早
め
か
ら
　
つ
け
る
ラ

イ

ト

で
　
消

え

る

事

故
」

「供
ち
ょ
っ
と
だ
け
僑　
ち
ょ
っ

と
で
済
ま
な
い
　
飲
酒
事
故
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
次
の
こ
と

を
重
点
と
し
て
啓
発
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

●
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止

●
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行

中
・
自
転
車
乗
車
中
の
交
通
事

故
防
止

●
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の

座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

●
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
に

は
、
一
人
一
人
が
交
通
安
全
に

対
す
る
意
識
を
高
め
、
基
本
的

な
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
な
行

動
を
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
一
層
の
注
意
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
６
）

秋秋のの

全国交通安全運全国交通安全運動動

９
月
は

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
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アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア
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プププププププププププププププププププププププププププププププププ
強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

「
自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
強
化
月
間
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
す

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
種
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
広
く
販
売
促
進
活

動
を
し
て
い
き
ま
す
。

応
募
資
格
　
市
内
で
事
業
を
営

ん
で
い
る
個
人
・
法
人
、
ま
た

は
そ
れ
ら
で
構
成
さ
れ
た
グ

ル
ー
プ
・
団
体

対
象
産
品
　
市
内
で
生
産
・
製

造
さ
れ
た
「
農
畜
水
産
物
」「
食

品
」「
製
品
」

申
し
込
み
　
富
田
林
商
工
会
ま

た
は
商
工
観
光
課
に
備
え
付
け

　
富
田
林
商
工
会
で
は
、
市
内

で
生
産
・
製
造
さ
れ
た
農
産
物

や
食
品
、
加
工
品
を
ブ
ラ
ン
ド

認
定
委
員
会
独
自
の
基
準
に
よ

り
、「
富
田
林
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し

て
認
定
（
現
在
　
産
品
）
し
て

２３

い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
同
ブ
ラ
ン
ド
に

認
定
す
る
産
品
を
募
集
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
認
定
さ
れ
た
産
品
は
同
委
員

第
　
回
１１
「
富
田
林
ブ
ラ
ン
ド
」
産
品
を
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
募
集
し
ま
す

い
ま
す
。

　
期
間
中
は
「
自
転
車
は
　

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
が
　
両
輪
で

す
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
交
差

点
に
お
け
る
自
転
車
事
故
防

止
」
を
重
点
と
し
て
啓
発
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。
　
自
転
車
は
手
軽
で
エ
コ
な
乗

の
認
定
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
９
月
　
日

～
　
日

１０

３０


ま
で
に
必
要
書
類
を
添
え

て
、

５
８
４
・
０
０
１
２
粟

ケ
池
町
2
9
6
9
の
5
　
富
田

林
商
工
会
内
同
委
員
会
事
務
局

〔

　
１
１
０
１
〕
へ
（
郵
送

（２５）

可
）

※
募
集
説
明
会
を
９
月
　
日
２５


、
午
前
　
時
～
、
富
田
林
商

１０

工
会
館
２
階
会
議
室
で
開
催
し

ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
人
は

当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
同
委
員
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
〔h

ttp
://w

w
w
.to

n
s
h
o
w
.o
r.jp
/to
n
d
a
b
a
y
a
s

h
i-b
ra
n
d
/

〕
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

り
物
で
す
。
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
守
り
、
事
故
の
な
い
よ
う
に

安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
６
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

  安全運転講習会を開催します
　交通ルールの順守など、安全運転に対する意識

を高めるため、下表の日程で同講習会を開催しま

す。運転免許証をお持ちの人は、最寄りの会場で

受講しましょう。なお、運転免許証をお持ちでな

い人も受講できますので、安全運転に関心のある

人は、この機会にぜひ受講してください。

参加費　無料（当日、直接会場へ）

※いずれも受け付けは３０分前～、全ての会場で手

話通訳が付きます。

問い合わせ　道路交通課（内線４１６）　



１４

喜志町　

　高沼　 旬 ちゃん（９カ月）
しゅん

パパとママがずーっと

守ってあげるからね

宛先

美山台　

　松本　 大  知 ちゃん（２歳６カ月）
だい ち

　　　　 芽  依 ちゃん（４カ月）
め い

いつも癒しをありがとう

パパとママの元気の源です。

梅の里　

　小山　 栞愛 ちゃん（１歳３カ月）
かんな

優しくてかわいい笑顔にみんなメロ

メロです

100歳
おめでとうございます！

　８月１５日に１００歳の誕生日を迎え
られた丹川　チヨさんを訪問しまし
た。皆さんからお祝いされ、とても
喜んでおられました。

　わが家のアイドル（対象年齢は４歳未満、

兄弟・姉妹と一緒に写っている写真でも可）

は、写真の裏に、名前（ふりがな）と撮影時

の年齢（月齢）を記入し、メッセージ（20字

程度）を添えて、封書で左記の宛先まで応募

してください。

　なお、今応募された場合、掲載は約２カ月後になります。

イ わ が 家
の ア ド ル

　
川
柳
・
短
歌
・
俳
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
は

が
き
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
（
１
人
各
５
点
ま

で
）。
市
内
在
住
の
人
で
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
作
品
の
漢
字
や
氏
名
に
は
必
ず
フ
リ

ガ
ナ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
月
号
の
「
短
歌
」
は
９
月
　
日

、　

月

１１

３０

１２

号
の
「
俳
句
」
は
　
月
　
日

、　

年
１
月
号

１０

３１

２８

の
「
川
柳
」（
宿
題
「
順
」
）
は
　
月
　
日

ま
で

１１

３０

に
応
募
（
い
ず
れ
も
必
着
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　
宛
先
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＝
秀
句
＝

虫
干
や
い
く
と
せ
解
か
ぬ
し
つ
け
糸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
町
　
　
　
　
土
井
　
清
子

∧
選
評
∨
敗
戦
に
依
り
、
日
本
の
風
物
と
も
い
え
る

虫
干
し
も
今
や
知
る
人
が
少
く
な
っ
た
。
俗
に
言
う

古
季
語
へ
と
変
化
し
て
ゆ
く
。
そ
の
事
実
を
、
し
つ
け

糸
に
託
し
、
い
く
と
せ
と
の
表
現
。
和
服
の
文
化
の
変

遷
を
し
つ
け
糸
を
も
っ
て
詠
み
あ
げ
た
秀
抜
な
作
品
。

晩
学
の
辞
書
を
片
手
に
梅
雨
籠
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
陽
台
　
　
　
今
西
　
尚
子

桜
ん
坊
く
る
く
る
く
る
と
季
を
食
べ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
寿
町
　
　
　
　
橋
本
　
璋
子

空
襲
を
拭
え
ぬ
花
火
知
り
つ
ゝ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
台
　
　
　
　
髙
橋
　
潔

点
滴
に
命
た
く
し
て
喜
寿
を
病
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
動
ケ
丘
町
　
安
倍
　
葉
子

帰
り
道
遠
し
山
路
の
姫
女
苑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
志
町
　
　
　
松
本
　
克
江

目
の
端
の
造
花
の
数
や
墓
洗
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
手
町
　
　
　
笹
原
　
秀
計

裸
子
や
何
れ
が
兄
か
弟
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
　
者
　
詠

※
　
月
号
は
「
川
柳
」
を
掲
載
し
ま
す
（
な
お
、
応

１０
募
は
８
月
　
日
で
締
め
切
り
ま
し
た
）。

３１

頂
点
　
日
原
　
輝
子
選

　
今
月
の
詠
題
「
当
季
雑
詠
」



１５

あ
な
た
と
あ
な
た
の
大
切
な
人

の
未
来
を
守
る
、
年
に
一
度
の

健
康
診
断

　
年
齢
と
と
も
に
お
な
か
ま
わ
り
が

気
に
な
る
…
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。 

　
近
年
、
食
事
の
欧
米
化
に
よ
る
摂

取
カ
ロ
リ
ー
の
増
加
や
生
活
が
便
利

に
な
っ
た
こ
と
に
伴
う
運
動
不
足
が

進
み
、
こ
れ
ら
を
原
因
と
す
る
生
活

習
慣
病
が
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
に
よ
る
合
併
症

　
生
活
習
慣
病
は
お
な
か
に
脂
肪
が

た
ま
る
「
内
臓
脂
肪
型
肥
満
」
が
原

因
と
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
内
臓
脂
肪
が
た
ま
る
と
、
脂
肪
細

胞
か
ら
糖
尿
病
や
高
血
圧
症
、
脂
質

異
常
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
引
き

起
こ
す
物
質
が
多
く
分
泌
さ
れ
ま
す
。

そ
の
結
果
、
動
脈
硬
化
が
進
行
し
、

脳
卒
中
や
心
疾
患
、
糖
尿
病
な
ど
の

合
併
症
の
重
症
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
死
因
の
第
２

位
は
心
疾
患
で
あ
り
、
特
に
女
性
の

心
疾
患
は
、
全
国
に
比
べ
死
亡
率
が

高
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
病
の

多
く
は
進
行
す
る
ま
で
ほ
と
ん
ど
自

覚
症
状
が
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
お

り
、
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
は
、

年
に
一
度
、
健
康
診
断
を
受
け
て
、

自
分
の
体
を
ま
ず
知
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
に

　
本
市
で
は
、「
健
康
と
ん
だ
ば
や
し

　
（
第
二
次
）
及
び
食
育
推
進
計
画
」

２１を
策
定
し
、「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の

８
つ
の
柱
」
を
立
て
、
そ
の
一
つ
に

「
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
る
こ

と
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
　
年
に
実
施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー

２６
ト
で
は
、　

歳
以
上
の
市
民
で
１
年

４０

以
内
に
健
康
診
断
を
受
け
た
人
は
、

男
性
で
　
・
４
㌫
、
女
性
で
　
・
６

６８

６０

㌫
と
い
う
結
果
が
出
て
お
り
、
約
４

割
弱
の
人
が
健
康
診
断
を
受
け
て
い

な
い
状
況
で
す
。

　
毎
年
、
健
康
診
断
の
案
内
が
届
い

て
も
、「
面
倒
く
さ
い
」「
忙
し
い
」

「
特
に
症
状
が
な
い
か
ら
大
丈
夫
」
な

ど
と
思
っ
て
受
け
ず
に
放
置
し
て
い

ま
せ
ん
か
。

　
自
覚
症
状
が
な
い
今
こ
そ
、
ご
自

身
と
大
切
な
ご
家
族
の
未
来
の
た
め

に
年
に
一
度
の
健
康
診
断
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
健
康

に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
教
室
や
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
健
康
月

間
に
合
わ
せ
、
９
月
　
日

に
は
、

２５

エ
コ
ー
ル
・
ロ
ゼ
で
「
と
ん
だ
ば
や

し
健
康
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
～
気
軽

に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
～
」
を
開
催
し
ま

す
。（
　
ペ
ー
ジ
参
照
）
ま
た
、　

１０

１０

月
に
は
高
血
圧
を
テ
ー
マ
に
し
た
健

康
教
室
を
開
催
し
ま
す
（
　
ペ
ー
ジ

１８

参
照
）
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

健
康
づ
く
り
推
進
課
〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
　
　

図
書
館
の
便
利
な
サ
ー
ビ
ス

　
今
回
は
乳
幼
児
サ
ー
ビ
ス
「
あ
か

ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会
」
と
「
あ
か

ち
ゃ
ん
の
ほ
ん
だ
な
」
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

●
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

　
金
剛
図
書
館
で
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
る
「
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し

会
」
が
４
月
か
ら
中
央
図
書
館
で
も

始
ま
り
ま
し
た
。

　
赤
ち
ゃ
ん
と
絵
本
の
出
合
い
や
親

子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
６
カ

月
か
ら
１
歳
児
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
と

保
護
者
を
対
象
と
し
た
ひ
よ
こ
組

と
、
１
歳
児
と
保
護
者
を
対
象
と
し

た
う
さ
ぎ
組
で
、
月
齢
に
適
し
た
、

わ
ら
べ
歌
や
手
遊
び
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
を
親
子
で
一
緒
に
楽
し
ん
で

も
ら
い
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
　
ま
た
、
年
に
２
回
、
保
健
師
に
よ

る
子
育
て
に
つ
い
て
の
お
話
も
組
み

込
ん
で
い
ま
す
。
５
月
は
、
愛
着
形

成
に
つ
い
て
な
ど
の
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
次
回
は
　
月
　
日

１０

１６


に
お
話
を
し
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
。
　
詳
し
く
は
、
４
カ
月
児
健
診
の

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
時
や
図
書
館
で
配

布
し
て
い
る
「
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
は

な
し
会
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
広
い
和
室
で
の
、
の
ん
び
り

と
し
た
心
地
よ
い
「
あ
か
ち
ゃ
ん
の

お
は
な
し
会
」
の
時
間
を
ぜ
ひ
、
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。（
　
ペ
ー
ジ
参

２６

照
）

●
あ
か
ち
ゃ
ん
の
ほ
ん
だ
な

　
図
書
館
に
は
、「
あ
か
ち
ゃ
ん
の
ほ

ん
だ
な
」
と
い
う
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
楽

し
め
る
絵
本
を
揃
え
た
本
棚
が
あ
り

ま
す
。

　「
ど
う
い
っ
た
も
の
を
読
ん
で
あ

げ
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
」
な

ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
ち
ら
の
本
棚

を
ご
覧
い
た
だ
き
、
親
子
で
お
気
に

入
り
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、「
あ
か
ち
ゃ
ん
の
ほ
ん
だ
な
」
の

上
部
に
は「
子
育
て
情
報
コ
ー
ナ
ー
」

の
掲
示
板
が
あ
り
、
園
庭
開
放
に
つ

い
て
の
お
知
ら
せ
な
ど
子
育
て
に
関

す
る
情
報
を
集
め
て
い
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
図
書
館
は
、
毎
日
の
赤
ち
ゃ
ん
と

の
時
間
が
楽
し
く
な
る
よ
う
、
お
手

伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
中
央
図
書
館〔

　
４
９
２
１
〕

（２５）

　
　
金
剛
図
書
館〔

　
１
１
７
１
〕

（２８）

図書館ホームページ〔http://www.city.tondabayashi.osaka.jp/public/section/library/〕
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ト
ピ
ッ
ク
ススススススススススス

　７月21日～８月10日、姉妹都市であるアメリ

カ合衆国ベスレヘム市から、交換学生３人が本

市を訪れました。

　７月30日には、市役所を訪問した後、富田林

寺内町を散策し、重要文化財旧杉山家住宅を見

学したり、 燈  路 作りや陶芸を体験したりしまし
とう ろ

た。滞在中は、市内でホームステイをしながら、

さまざまな体験を通して、日本の文化を学びま

した。

■■日本の文化、学びまし日本の文化、学びましたた

　７月25日、26日、富田林バファローズスタジアムで、富田林ドリームフェスティバル、ウエスタ

ン・リーグ公式戦「オリックス対阪神」が開催され、夏空の下、２日間にわたって熱戦が繰り広げ

られました。当日は、子どもたちが花道を作って守備に就く選手をハイタッチで送り出す「選手の

花道」や、オリックスの選手とバーベキューが楽しめる「星空のバーベキュー！」などのイベント

も実施され、参加した人たちは憧れのプロ野球選手との触れ合いを楽しんでいました。

■憧れのプロ野球選手と触れ合えるイベントが盛りだくさん■憧れのプロ野球選手と触れ合えるイベントが盛りだくさん！！

１６

　８月１日、富田林市の夏の風物詩「ＰＬ花火

芸術」が開催されました。花火は、まばゆいば

かりのスターマインでスタート。その後、30㌢

大の一尺玉と呼ばれる大型花火や、新作の花火

が次々と打ち上げられました。見物に訪れたた

くさんの観客は、暑さをしばし忘れて、華麗な

光の競演に見入って、歓声を上げていました。

　開始直前に姿を現した、真ん丸お月さまも花

火を楽しんでいるかのようでした。

■■夜空を彩る華麗な光の競夜空を彩る華麗な光の競演演

ORIX Buffaloes



１７

■ゴールできるかな？

　８月13日、東板持町一丁目の「ひまわり迷路」

のひまわり約900本が満開を迎えました。　　

　このひまわり迷路は、東板持地区の町会・自

治会の集まり「オール東板持」とＮＰＯ法人東

板持が協力して作成したもの。当日は、地域の

子どもたちが集まり、誰が一番早くゴールでき

るか競走したり、ひまわりやそこに集まるミツ

バチなどの昆虫を観察したりしていました。ひ

まわり迷路は来年の夏も楽しめる予定です。

■落書きをきれいにしました

　８月６日、第一中学校の生徒約45人が、府道

森屋狭山線（202号）の富美ヶ丘南交差点から

小金平交差点までのトンネル内で、ペンキ塗り

による落書き消しをしました。これは地域の環

境整備の取り組みとして府富田林土木事務所の

指導で実施されたもの。

　参加した生徒たちは、きれいになった壁面を

見て、「とても疲れたけど、きれいになってめっ

ちゃ気持ちいい」と、達成感を感じていました。

　８月７日～９日、すばるホールで、「第31回

平和を考える戦争展」が開催されました。

　今年は、「戦争と子どもたち」をテーマに、学

童疎開に関する朗読や講演会が実施されまし

た。また、学童疎開の展示パネルの前では訪れ

た家族が、当時疎開した子どもたちの日記やそ

の様子を真剣に見入っていました。これからも

本市は戦争展を通じて、次世代を担う子どもた

ちに平和について語り継いでいきます。

■戦後70年の戦争展

■祝、甲子園初出場!

　８月４日、第97回全国高等学校野球選手権大

会に、大阪代表として出場を決めた、大阪偕星

学園高等学校硬式野球部の皆さんが、市役所を

訪れました。同校は、市内に野球部専用グラウ

ンドがあり、日々、厳しい練習を積んで、念願

の甲子園初出場を勝ち取りました。多田市長は、

「日頃の練習の成果が実を結び、本市にとっても

大きな喜びです。甲子園では自信を持って、存

分に戦ってください」と、激励しました。



保健医療
明記のないものは費用無料。問い合わせ、申し込みは、保健センター
〔(２８)５５２０・(２９)７７６０〕へ。指定医療機関（※）は、４月号広報
に折り込みの「平成２７年度保健事業案内」をご覧ください。

穴

血

結

訣

激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

桁
桁
桁

桁
桁
桁

「レディース検診」（乳がん・

子宮 頸 がん検診のセット検診）
けい

を始めます！

　生涯に乳がんを患う日本人女性は、

現在１２人に１人と言われ、近年では毎

年約１万３０００人が命を落としています。

小さながんは触っても分かりにくく、

早期発見には、マンモグラフィ（乳房

Ｘ線撮影）検査による検診が必要です。

　また、子宮頸がんは、近年２０・３０歳

代の女性に急増しています。初期症状

がほとんどないため、早期に発見する

には検診を受けることが大切です。

　次の日程で、乳がん検診と子宮頸が

ん検診をセットで受けられますので、

この機会に検診を受けましょう。

とき　１１月４日、２８年２月２３日

※受付時間など詳しくはお問い合わせ

ください。

ところ　保健センター　

対象者　昭和５０年以前で偶数年生まれ

の女性　

※当日は、子宮頸がん検診のみの受診

も可能です。対象者は右表「子宮頸がん

検診を受けましょう」に記載しています。

申し込み　９月７日～、保健セン

ターへ（申し込み先着順）

体力アップ教室

　体や心の不調で、運動を始められな

い人に、最適な運動方法を提案します。

とき　１０月～２８年３月の毎週火曜日、

午後１時１５分～３時４５分（祝日は除く）

ところ　保健センター　

対象者　医療機関でのリハビリテー

ションや、介護保険を利用していない

４０～６４歳の人

定員　１０人（申し込み先着順）

申し込み　９月７日～、保健セン

ターへ

１８

健康教室「本当に高血圧って

ダメなの？」

とき　１０月８日、１１月１９日、午前

９時３０分～正午、１２月８日、午前１０時

～午後１時（全３回）

ところ　保健センター

内容　血液検査結果の見方、運動実技、

食事での減塩のポイント、体組成測定、

調理実習（おいしい減塩食作り）　

対象者　４０～７４歳の人

定員　２０人（申し込み先着順）

参加費　５００円（調理実習材料費）

申し込み　９月７日～、保健セン

ターへ

毒キノコによる食中毒に注意

しましょう

　秋の行楽シーズンを迎えるこの季

節、毎年毒キノコによる食中毒が発生

しています。毒キノコによる食中毒は

激しい下痢、腹痛、 嘔  吐 などの消化器
おう と

症状や、しびれ、目まいなどの神経症

状を引き起こし、命にかかわる場合が

あります。確実に食用と判断できない

キノコは絶対に「採らない！食べな

い！売らない！人にあげない！」よう

にしましょう。

問い合わせ　富田林保健所衛生課

〔(２３)２６８２〕



１９

 

富貴の里保育園内　　　　　
子育て支援センターの催し

●アラフォーママ＆プレママ集まれ！

とき　９月１１日、午前１０時～１１時３０分

内容　参加者同士の交流など

対象者　３５～４９歳までの妊娠中の人ま

たは育児中の母親とその子ども

定員　１０組（申し込み先着順）

申し込み　９月７日～、同支援セン

ター〔(２８)７３６４〕へ

ペアレント・トレーニング講座
説明会

　発達障がいのある子どもたちの行動

を理解し、適切なサポート方法を学ん

だり、保護者が子どもとともに成長で

きる子育て方法を学んだりできる「ペ

アレント・トレーニング講座」の説明

会を開催します。

とき　９月１５日、午前１０時３０分～１１

講座･催し
時３０分（受け付けは午前１０時～）

ところ　人権文化センター

定員　３０人（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　９月６日、午前９時～、

ファクスまたはＥメールで講座名、氏

名、電話番号を記入し、山口さん（市

人権教育・啓発推進センター）〔・

(２０)０２８５・Ｅメールthrea@biscuit.ocn.

ne.jp〕へ（電話申し込み可）

※同説明会を受講した人から優先的に

１０月から開催予定の「ペアレント・ト

レーニング講座」が受講できます。

 

10月から市立休日診療所（歯科）
の診療が午前のみとなります

　１０月から市立休日診療所（歯科）の

診療が午前のみとなります。

　受付時間は、午前９時～１１時３０分です。

※年末年始は午後１時～３時３０分も受

け付けします。

 健診・予防接種

※なお、内科の診療については、これま

でどおり、午前９時～１１時３０分と午後

１時～３時３０分の受け付けとなります。

問い合わせ　保健センター〔(２８)

５５２０〕



乳幼児クラブ

①乳児グループＡ（０～２歳未満）

とき　１０月６日～２８年３月１５日の火曜日

②乳児グループＢ（０～２歳未満）

とき　１０月９日～２８年３月１８日の金曜日

③幼児グループ（２歳以上）

とき　１０月８日～２８年３月１７日の木曜日

④金剛幼児グループ（２歳以上）

とき　１０月５日～２８年３月１４日の月曜日

※いずれも祝日を除く、午前１０時～１１

時３０分に実施。３週間に一度、①～③

は水曜日、④は月曜日にワークショッ

プ（参加型の親育ち講座）を開催。

子育て講座

●ミニ講座「散歩、寺池公園」

とき　９月１６日、午前９時３０分～１１時

ところ　金剛保育園

定員　１５組（当日、直接会場へ）

問い合わせ　金剛保育園〔(２９)１４７４〕

ファミリー・サポート・セン
ター講習会

　ファミリー・サポート・センターで

は、援助してほしい人と援助したい人

が会員となり、子育てを地域で応援し

ています。

　このたび、同センターでは「子ども

の栄養と食生活～食物 嗜  好 と味覚、あ
し こう

なたの味覚をチェック～」をテーマに

講習会を開催します。

　会員以外の人も参加していただけま

すので、気軽にお越しください。

とき　１０月１４日、午前１０時～１１時３０分

ところ　市消防本部　

内容　子どもの食物嗜好（食べ物の好

き嫌い）がどのように形成されるか、

実際に５つの味覚を体験し、味覚の種

類や特徴について学ぶ

対象者　市内在住・在勤・在学の人

定員　５０人（申し込み先着順）　※保育

あり（１５人程度、申し込み先着順）。

参加費　無料

講師　冨永　美香さん（大阪大谷大学

教育学部准教授）

申し込み　９月７日～１０月７日ま

でにこども未来室（内線２０５）へ

ミュージック・ケア（音楽療法）
講座

とき　９月～２８年３月（月２回）、午後

５時～６時　ところ　けあぱる

内容　音楽に合わせリズムを取りなが

ら楽しくお互いの意思疎通を図ります

対象者　５～１５歳の子どもとその親　

定員　２０組（申し込み先着順）

参加費　１回１０００円

申し込み　９月７日～１１日までに

ファクスまたはＥメールで講座名、氏

名、電話番号を記入し、山口さん（市

人権教育・啓発推進センター）〔・

(２０)０２８５・Ｅメールthrea@biscuit.ocn.

ne.jp〕へ（電話申し込み可）

ところ　①～③児童館、④保健センター

内容　手遊び、絵本の読み聞かせ、友

達づくりなど

対象者　０歳から就学前の子どもと保

護者。兄弟姉妹を連れての参加可（そ

の場合は、年長の子どものグループで

申し込んでください）　

定員　①②各２０組、③④各２５組

参加費　無料（ただし、保護者の活動

に必要な費用は実費）

申し込み　９月１日～９日までに

児童館へ（電話申し込み可）　※申し込

み多数の場合抽選。ただし、この活動

に初めて参加する人を優先します。

２０

各施設の電話番号は31ページをご覧ください

「ファミリー・サポート・センター」（こども未来室　内線２０５）　依頼会員として登録された人に、援助者を紹介します。

仕事や用事で子どもの面倒を見られないときにその人に援助を依頼できます。また、援助してくださる人も募集しています。



 

市立幼稚園児の募集  

対象児

◇２年保育（４歳児）　平成２３年４月２

日～２４年４月１日生まれ

◇１年保育（５歳児）　平成２２年４月２

日～２３年４月１日生まれ

入園料　無料　

※保育時間や保育料など、詳しくは９

月上旬から各幼稚園で配布する入園案

内をご覧ください。

入園届配布　１０月１日～、各幼稚園

で配布　

入園届受け付け　１０月６日～８日

、午後２時３０分～５時までに直接幼

稚園へ。届け出は、１園に限ります。

申し込み時には、お子さんを同伴して

ください　

問い合わせ　各幼稚園（電話番号は２０

ページ「今月の子育て支援事業」の表

中に記載）、こども未来室（内線２９４）

私立幼稚園児の募集

対象児　３歳児以上　

入園案内配布　９月１日～　

願書受け付け　１０月１日～　

※私立幼稚園に在籍の保護者には、補

助金制度があります。詳しくは、各幼

稚園にお問い合わせください。

問い合わせ　各幼稚園（電話番号は２０

ページ「今月の子育て支援事業」の表

中に記載）

奨学金などの相談はお早めに

　高校や大学、短期大学、府内の専修

学校（専門課程）に入学を希望する人

の保護者を対象に、経済的な理由によ

り支払いが困難と認められる場合、入

学金や授業料の一部を貸し付ける制度

があります。

　この制度には奨学金などさまざまな

種類がありますが、申請手続きに時間

のかかるものや期限が定められている

ものがありますので、これらを活用し

ようと考えている人は、早めに教育指

導室へ相談してください。

問い合わせ　教育指導室（内線３６４）

教　育
奨学金説明会を開催

　２８年度に大学や高校などへの入学を

予定している人やその保護者を対象

に、各種奨学金の説明会を開催します。

とき　９月１６日、午後７時～

ところ　市役所４階４０１会議室

定員　６０人（当日、直接会場へ）

※希望者には個別相談も実施します。

問い合わせ　教育指導室（内線３６４）
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乳幼児クラブ（特別編）父講座
「お父さんもミニ運動会♪」

とき　９月２７日、午前１０時～１１時３０

分

ところ　児童館

対象者　０歳～就学前までの乳幼児と

その父親（付き添いの母親の参加も可）

内容　かけっこなど

定員　３０組　参加費　無料　

申し込み　９月９日～１８日までに

児童館へ（申し込み多数の場合抽選、

電話申し込み可）

親と子が楽しむ絵本の会

　お気に入りの絵本を見つけましょう。

とき　９月１７日、午前１０時３０分～１１

時３０分　

ところ　児童館

内容　絵本の読み聞かせ、手遊びなど

対象者　１～２歳児と保護者

定員　２０組　参加費　無料

講師　児童館絵本ボランティア

申し込み　９月１１日までに児童館へ

（申し込み多数の場合抽選、電話申し

込み可）

講座･催し

育児教室「すくすくクラス」

とき　１０月７日、午後０時５０分～３

時１５分、２８日、午前９時５０分～１１時

４５分（全２回）　ところ　保健センター

内容　離乳食の完了と幼児食の進め

方、歯の話（ブラッシング指導）、育児

の話（事故予防）、ふれあい遊び、交流

会、おやつの試食、個別相談など

対象者　１歳～１歳４カ月未満の幼児

と保護者　

定員　２５組（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　９月７日～、保健セン

ター〔(２８)５５２０〕へ

子育てサロン

　楽しみながら子育てに役立つ、ママ

が笑顔で元気になる講座です。

とき　９月２９日～１２月１５日の毎週火曜

日（１１月３日、１２月１日を除く）、午前

１０時～正午（全１０回）　

ところ　児童館　対象者　市内在住・

在勤・在学の子育て中の母親　

定員　２０人　※託児あり。

参加費　無料

申し込み　９月７日～１６日までに

児童館へ（電話申し込み可）　※申し込

み多数の場合抽選し、結果ははがきで

お知らせします。定員に満たなかった

場合は、引き続き受け付けます。

親子ふれあい事業（２学期編）

●親子トランポリン編

とき　１０月２日～１１月６日の毎週金曜

日、午後３時３０分～５時（全６回）

ところ　児童館

内容　基本的なジャンプを親子で練習

対象者　市内在住・在勤・在学の平成

２１年４月２日～２３年４月１日生まれの

幼児と保護者　

定員　１０組２０人　※託児あり。

参加費　無料

持ち物　動きやすい服装、上靴、飲み

物、タオル

申し込み　９月７日～１６日までに

児童館へ（電話申し込み可）　※申し込

み多数の場合抽選し、結果ははがきで

お知らせします。定員に満たなかった

場合は、引き続き受け付けます。

２１



２２

家族講座                               
～統合失調症について～

　統合失調症の人の家族や支援者を対

象に家族講座を開催します。統合失調

症の症状や制度のことなど基本的な内

容からお伝えしますので、気軽にご参

加ください。

とき　９月３０日、１０月２７日、１１月２５

日、午後１時３０～３時４５分（全３回）

ところ　富田林保健所

内容　講義、家族会の活動紹介、参加

者同士の交流会

定員　５０人（申し込み先着順）　

参加費　無料

申し込み　９月７日～１８日までに

富田林保健所地域保健課〔(２３)２６８４〕へ

 

無料公証相談

とき　１０月５日、午後１時～４時

ところ　市役所１階市民相談室

内容　遺言、任意後見、離婚に伴う養

育費の支払い・年金分割の合意、金銭

の貸借、土地建物の賃貸借契約などの

公正証書作成に関する相談など　

定員　１２人（申し込み先着順）

申し込み　９月７日～、情報公開課

（内線１８２）へ　

問い合わせ　江戸堀公証役場〔０６

(６４４３)９４８９〕

相　談
全国一斉「高齢者・障がい者の
人権あんしん相談」強化週間

　高齢者や障がい者への暴行、虐待な

どが依然多く発生していることから、

全国一斉に電話相談を実施します。

　相談は無料、秘密は厳守します。

とき　９月７日～１３日、午前８時

３０分～午後７時（土・日曜日は午前１０

時～午後５時）

内容　いじめ、嫌がらせ、虐待など高

齢者や障がい者の人権問題についての

相談

相談電話　〔０５７０(００３)１１０〕

問い合わせ　大阪法務局人権擁護部

〔０６(６９４２)９４９６〕

各施設の電話番号は31ページをご覧ください

こころの電話相談　〔(２５)８２６４〕 毎週水曜日　午前１０時～午後３時３０分（ただし、祝日は休み）



ひきこもり家族セミナー       
～親子のコミュニケーション
を考える～

とき・内容　９月１９日＝「ひきこも

りについて～基本知識を理解する～」、

２６日＝「親子のコミュニケーション

～その一言に要注意！～」、１０月１０日

＝「家族にできること～親も楽になる

ために～」（全３回）

※いずれも午前１０時～１１時３０分。

ところ　中央公民館

対象者　ひきこもり・ニート・不登校

の人の家族　

定員　１６人　参加費　無料

申し込み　９月１６日までに、ファク

スまたはＥメールで講座名、参加者の

氏名、電話番号を記入し、社会教育課

〔(２６)０９９３・Ｅメールsyakaikyouiku@

city.tondabayashi.lg.jp〕へ（申し込み多

数の場合抽選、電話申し込み可）

介護福祉士実務者研修通信課
程受講者募集

とき　１１月１日～２８年４月３０日

ところ　ジョブシティカレッジおも

ちゃ館金剛校（大阪狭山市金剛一丁目

３の５）

内容　通信教育６カ月、通学１０回程度

（２８年２月７日～４月２４日の日曜日）

定員　３０人（申し込み先着順）

受講料　１６万３４４０円～３万２１００円（テ

キスト代含む）　※所持する資格によ

り、通学日数や受講料が異なります。

詳しくはお問い合わせください。

申し込み　９月７日～１０月２１日

（土・日曜日、祝日を除く、午前９時

～午後５時）までに、ＮＰＯ法人シー

シータイミング〔０７２(３６６)５５６６〕へ

 

保健学習会「相続、贈与、後
見人、エンディングノートな
どについて」

とき　９月１１日、午後１時～３時

ところ　保健センター

内容　弁護士の話、健康運動指導士に

よる運動・体操の実技指導など

対象者　市内在住の人　

定員　１５人（申し込み先着順）

参加費　無料　

持ち物　運動しやすい服装、運動靴、

飲み物、タオル

申し込み　９月６日、午前９時～、

岸本さん（いきいき健友会）〔(２４)

９１８９〕へ　※同会ではウォーキングを

毎週実施しています。詳しくはお問い

合わせください。

盲ろう者通訳・介助者養成研
修の受講者募集

とき　１１月５日～２８年１月２６日

（週２回、全１９回）

ところ　府障がい者社会参加促進セン

ター（大阪市天王寺区生玉前町５の３３）

対象者　①点字や手書き文字などの習

得意欲がある人＝「点字等コース」、②

手話の技術がある人＝「手話コース」

定員　①②各３０人（申し込み先着順）

受講料　無料（教材費実費）

申し込み　障がい福祉課に備え付けの

申込書に必要事項を記入し、９月６日

～１０月９日（必着）までに郵送で、

５４３-００７２大阪市天王寺区生玉前町５

の３３　（社福）大阪障害者自立支援協会

〔０６(６７７５)９１１５〕へ

講　座
終活連続講座「あなたは安心し
て旅立てますか？パート２」

とき・内容　１０月１０日＝介護保険と

在宅療養について、２４日＝保険の落

とし穴について、１１月１４日＝認知症

フォーラム、１２月１２日＝葬儀とお墓

の多様な選択肢について、２６日＝遺

言とエンディングノートについて（全

５回）　※いずれも午後１時３０分～３

時３０分（１１月１４日は午後２時～４時）。

ところ　すばるホール

定員　４０人　参加費　無料

申し込み　９月６日～２１日（必着）

までに、はがきまたはＥメール（いず

れも１通に１人まで）で講座名、参加

者の氏名、住所、電話番号、講座内容

に関して尋ねたいことがあればその内

容を記入し、５８４-８６９１富田林郵便局

私書箱４０号　くすのき塾事務局〔Ｅ

メールnpoksnk@gmail.com〕へ（申し

込み多数の場合抽選）

問い合わせ　加藤　一敏さん〔０９０

(３０３９)３０６４〕

認知症介護家族の交流会

とき　９月２９日、午後１時３０分～３時

ところ　総合福祉会館

内容　講話「地域密着型施設ってどん

なところ？」、参加者同士での情報交

換、交流会

対象者　市内在住で認知症の人を介護

されている人（認知症の人が市内在住

の場合も可）　

定員　２０人　参加費　無料

申し込み　９月２４日までに高齢介護

課（内線１９６）へ（申し込み多数の場合

抽選）　※認知症の人も参加される場

合は事前にご相談ください。

２３

※広告の問い合わせは、ＳＴ綜合広告〔０７２(３６８)１２２７・０７２(３６８)１２２８〕へ。



市臨時的任用職員（アルバイ
ト保育士）募集

　市立保育所で勤務する市臨時的任用

職員（アルバイト保育士）を随時募集

しています。

勤務時間　①午前７

時３０分～午後０時３０

分、②午後１時３０分

～６時３０分、③午前

８時～午後６時の間で８時間（内４５分

間休憩有り）など

勤務地　市内公立保育所

対象者　保育士資格を有する人

時間給　１０４０円

※業務内容や申し込み方法など詳しく

はこども未来室（内線２９１）へお問い合

わせください。

 

固定資産税（償却資産）の　 
申告を

　固定資産税は土地や家屋に課税され

ますが、それ以外で事業や営業のため

に所有している償却資産（構築物、機

械や装置、車両や運搬具、工具、器具、

備品など）も課税の対象となり、毎年

１月３１日までに申告する必要がありま

す（休・廃業されている場合も申告が

必要です）。

　なお、所有者には毎年１２月に申告書

類を郵送していますが、今まで届いた

ことがない場合や事業の開始により初

めて申告される場合はご連絡くださ

い。

問い合わせ　課税課（内線１１４、１１５）

税

土地の利用変更や家屋の新築・
増築、取り壊しをした場合は届
け出を

　宅地や農地、山林を駐車場や資材置

き場などに利用される場合や、元に戻

された場合は、課税方法・税額が変わ

りますので届け出てください。また、

家屋の新築や増築、取り壊しをされた

場合も必ず届け出をしてください。

　なお、倉庫や物置なども課税の対象

となる場合があります。いずれも法務

局で、土地については地目変更登記、

家屋については表題・滅失登記を済ま

された場合は必要ありません。

問い合わせ　課税課（内線１１３～１１６）

 

ご存じですか？　　　　　　
若年者納付猶予制度

　３０歳未満の人（学生は除く）で、経

済的な理由などで国民年金保険料の納

付が困難な人は、本人および配偶者の

所得が一定額〔（扶養親族などの数＋

１）×３５万円＋２２万円〕以下であれば、

申請し承認されると、保険料の納付が

猶予されます。

　同制度は、本人と配偶者の所得で審

査するため、一定以上の所得がある親

（世帯主）と同居していても所得基準

以下であれば適用されます。

　適用されると、猶予期間中に障がい

や死亡といった不慮の事態になった場

合、受給資格があれば障がい基礎年金

や遺族基礎年金が支給されます。

　承認を受けた期間は、年金を受ける

ために必要な受給資格期間には算入さ

れますが、将来受給する老齢基礎年金

の年金額には反映されません。年金額

に反映させるためには、承認を受けた

期間の保険料を、１０年以内に後払い（追

納）する必要があります。

　なお、２年を過ぎて後払いする場合

は、当時の保険料に経過した期間に応

じて一定の額が加算されます。

申請に必要なもの　年金手帳、印鑑

問い合わせ　保険年金課（内線１５３、

１５４）

国民年金

 

いっぷく（一福）システム協力
会員養成講座

　市社会福祉協議会では、公的なサー

ビスでは対応できない生活援助などの

ちょっとした困り事を、ワンコイン

（５００円）で気軽に頼める仕組みとし

て、住民参加による「いっぷく（一福）

システム」を立ち上げました。

　このたび、このシステムを支える協

力会員（サポーター）を養成するため、

同養成講座を開催します。

とき　１１月１３日、午後２時～４時

ところ　レインボーホール（市民会館）

対象者　市内在住で月～金曜日の午前

９時～午後５時に活動できる人

定員　２５人（申し込み先着順）　

参加費　無料

申し込み　９月１５日、午前９時～、

市社会福祉協議会〔(２５)８２００〕へ

若さ・健康・体力アップ教室

とき　１０月２日～１１月１３日の毎週金曜

日、午前９時４５分～１１時４５分（全７回）

ところ　けあぱる

内容　体力チェック、若さと健康を保

つための運動や食事のポイント、口の

ケアについてなど

対象者　市内在住で６５歳以上の人　

定員　３０人　参加費　無料

申し込み　９月２２日までにウエルネ

スけあぱるへ　※申し込み多数の場合

抽選。ただし、初めて参加される人を

優先します。

膝痛改善教室

とき　９月２５日、１０月２日、９日

、午後１時３０分～３時３０分（全３回）

ところ　けあぱる

内容　整形外科医による講義、膝痛改

善に向けた運動や食事のポイントなど

対象者　市内在住で６５歳以上の人　

定員　２５人　参加費　無料

申し込み　９月１５日までにウエルネ

スけあぱるへ　※申し込み多数の場合

抽選。ただし、初めて参加される人を

優先します。

講　座

各施設の電話番号は31ページをご覧ください

２４



  

難病患者見舞金の申請を

　難病などにより、指定難病、特定疾

患、指定疾患、小児慢性特定疾病の認

定を受けている人に見舞金を支給しま

す。

対象者　次の全てに該当する人

・指定難病、特定疾患、指定疾患、小

児慢性特定疾病により医療受給者証の

交付を受けている人

・９月１日現在、本市に引き続き１年

以上居住し、住民登録をしている人　

※ただし、障がい者（児）給付金の支

給を受けている人や福祉施設などに入

所されている人は除きます。　

支給額　年額１人５０００円（１１月中に指

定の口座に振り込みます）

申し込み　印鑑、医療受給者証（特定

疾患医療受給者証、特定医療費（指定

難病）受給者証など認定の証明ができ

るもの）、本人もしくは保護者の預金通

帳（写し可）を持参し、障がい福祉課

または金剛連絡所へ

問い合わせ　障がい福祉課（内線１９２、

１９３）

第10回特別弔慰金が支給さ
れます

　戦没者などの死亡当時の遺族で、２７

年４月１日（基準日）において、公務

扶助料や遺族年金などを受ける人がい

ない場合に、特別弔慰金が遺族一人に

支給されます。

請求期限　３０年４月２日まで

対象者　２７年４月１日までに戦傷病者

戦没者遺族等援護法による弔慰金の受

給権を取得した人

※弔慰金の受給権を取得した人がいな

い場合は、戦没者などの死亡当時の遺

族（子、父母、孫、祖父母、兄弟姉妹、

戦没者と１年以上の生計関係があった

三親等内親族）のうち先順位の人。

支給内容　額面２５万円（５年償還の記

名国債）

※支給を受けるには、請求手続きが必

要です。詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　地域福祉課（内線２８８）

福　祉
長寿祝賀品の受け取り手続きを

　本市では長年、社会の発展に尽くし

てこられた高齢者に感謝し、長寿をお

祝いするため、長寿のお祝い品として

富田林の名産品を贈呈しています。

対象者　９月１日現在で、本市に引き

続き３カ月以上居住し、住民登録をし

ている８０歳以上の人

実施方法　９月上旬に対象者に対して

案内を送付しますので、候補の中から

希望の富田林の名産品をお選びくださ

い。同封の返信用はがきで郵送いただ

いた後、１０月より順次、発送します。

問い合わせ　高齢介護課（内線１８３、１９７）

寝たきり高齢者見舞金の申請を 

　居宅で、傷病などにより引き続き１

年以上、常時寝たきりの状態にある高

齢者に見舞金を支給します。

対象者　次の全てに該当する人

・居宅で、傷病（老衰を含む）により

引き続き１年以上常時寝たきり（１人

で歩くことができず、その活動範囲が

屋内に限られる）状態で、その状態が

継続すると見込まれる６５歳以上の人　

・９月１日現在で、本市に住民登録を

している人（病院、福祉施設などに入

所されている人は除きます）

支給額　年額１人６５００円（１１月末に指

定の口座に振り込みます）

申し込み　高齢介護課（内線１９６、１９７）

に備え付けの申請書に必要事項を記入

し、９月１日～３０日までに同課へ

※担当ケアマネジャーによる申請の代

行が可能です。

日本赤十字社資募金運動への　
ご協力ありがとうございました

　各地区の赤十字奉仕団、町会（自治

会）、募金委員をはじめ多くの皆さんの

温かいご理解と積極的なご協力によ

り、これまでに３３３万９９５１円の募金をお

寄せいただきました。皆さんに厚くお

礼申し上げます。

　なお、日本赤十字社資募金は年間を

通じて受け付けていますので、引き続

き日赤事業の充実強化と発展にご支援

をいただきますようお願いします。

問い合わせ　地域福祉課（内線２８８）

市戦没者追悼式

とき　１０月２日、午後１時３０分～３時

ところ　すばるホール４階銀河の間

対象者　戦没者の遺族（介助などのた

めに付き添う遺族の関係者も同伴可）

問い合わせ　地域福祉課（内線２８８）

献血にご協力を

とき・ところ　９月７日、午前１０時

～正午＝南河内府民センター、午後２

時～４時３０分＝ＪＡ大阪南本店（甲田

三丁目４の１０）、２７日、午前１０時～午

後２時＝喜志西小学校

対象者　１８～６９歳で体重が５０㌔以上の

人（６５歳以上の人は６０～６４歳の間に献

血の経験がある人に限ります）　※ただ

し、男性は１７歳から可。その他の条件

などについてはお問い合わせください。

問い合わせ　市献血推進協議会（総合

福祉会館内）〔(２５)８２６１〕

 

市非常勤職員（保育士）募集

任用期間　１０月１日～２８年３月３１日

　※勤務成績などにより翌年度の契

約更新が可能（上限あり）です。

勤務地　市内公立保育所

業務内容　①保育業務、②時間外保育

業務　※勤務日など詳しくは実施要領

をご覧ください。

受験資格　保育士資格を有する人

採用人数　①１人程度、②１１人程度

試験日・内容　９月１４日～１８日、

書類審査、面接試験　※面接日・時間

については、申し込み時に相談の上、

決定します。　

合格発表　９月末までに本人へ通知

申し込み　９月１日～１１日まで

（土・日曜日を除く午前９時～午後５

時３０分）に、所定の申込書に写真を貼っ

て必要事項を記入し、資格証の写しを

添えてこども未来室（内線２９０）へ（郵

送不可）　※申込書、実施要領は、９月

１日～、人事課（内線３２２）およびこ

ども未来室で配布（市ウェブサイトの

各課のページ「人事課」からダウンロー

ドもできます）。

募　集

２５



各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

漢方講座

　大阪大谷大学の漢方サークルの学生

が「漢方とは」をテーマに、肩こり、

睡眠、薬膳についての公開講座を開催

します。

とき　９月８日、午後１時３０分～２

時３０分

ところ　総合福祉会館講座室１・２

定員　５０人（当日、直接会場へ）

受講料　無料

問い合わせ　総合福祉会館

プロ写真家による作品指導

とき　９月１７日、午後１時３０分～４

時３０分

ところ　東公民館

対象者　市内在

住・在勤・在学

の人

定員　１０人（申

し込み先着順）

参加費　無料

講師　東公民館クラブ「東公フォトク

ラブ」

申し込み　９月６日～、辻本　子郎

さん〔０９０(４５６８)８０３２〕、藤田　誠さん

〔(２４)０１３０〕へ（いずれも午前１０時～

正午）

公開講座「細川ガラシャが望
んだ世界～散りぬべき時知り
てこそ～」

　主君信長を殺した「逆臣光秀の娘」

という逆境に突き落とされたガラシャ

は、どのような生き方でその後の人生

を歩んだのかを学びます。

とき　１０月１日、午後１時３０分～３

時３０分（午後０時３０分開場）

ところ　すばるホール　

定員　１００人

参加費　８００円

講師　田端　泰子さん（京都橘大学名

誉教授）

申し込み　９月１８日（消印有効）ま

でに往復はがきに講座名、住所、氏名、

年齢、電話番号を記入し、５８４-００６２

須賀三丁目１１の１５　常本さん方「シニ

ア文化塾」事務局〔０９０(３９９０)３９０７〕

へ（申し込み多数の場合抽選）

プラネ de えほん

　プラネタリウムのスクリーンに絵本

を映し出します。

　内容はおおむね１～３歳の幼児とそ

の保護者を対象にしたものですが、特

に年齢制限はありません。

とき　９月１０日、１０月８日、午前

１０時３０分～１１時

ところ　すばるホール３階プラネタリ

ウム室

定員　各１００人（当日、直接会場へ）

参加費　無料

問い合わせ　すばるホール

おやこで楽しむ                     
わらべうたとえほん講座  

とき　１０月７日、１４日、２１日、

午前１０時１０分～１１時、１１時１０分～正午

（いずれも全３回）

ところ　中央図書館

対象者　２歳児と保護者

定員　各１５組（申し込み先着順）

参加費　無料

持ち物　ハンカチ

申し込み　９月８日、午前１０時～、

中央図書館へ（電話申し込み可）

子どもの心を育てる              
絵本とおはなし講座

　高校生以上の人を対象に、子どもの

育ちにとっての絵本やお話の大切さを

学びます。

とき　１０月７日、１４日、２８日、

１１月１１日、２５日、午前１０時～正午

（全５回）

ところ　金剛図書館

定員　２０人（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　９月８日、午前１０時～、

金剛図書館へ（電話申し込み可）

おとなのための朗読会          
～聴いて楽しむおとなの読書～

とき　１０月２４日、午前１０時３０分～正午

ところ　金剛図書館

定員　２０人（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　９月２４日、午前１０時～、

金剛図書館へ（電話申し込み可）

２６

《新刊案内》

■小説・エッセイなど

星球　　　　　　　　　　　中澤　日菜子

おはなし会

①中央図書館　９月１３日、２７日

②金剛図書館　９月５日、１９日、１０月

３日

③東分室　９月１３日

④喜志分室　９月２７日

※①は午前１０時３０分～１１時、②～④は午後

３時～３時３０分に開催。

じゅうたんコーナーでのよみきかせ

①中央図書館　９月６日、２０日、１０月４

日

②金剛図書館　９月１２日、２６日

※①は午前１０時３０分～１１時、②は午後３時

～３時３０分に開催。

あかちゃんのおはなし会

中央図書館　９月１８日、①午前１０時１０分

～１０時４０分、②午前１１時～１１時３０分

金剛図書館　９月１０日、③午前１０時１０分

～１０時４０分、④午前１１時～１１時３０分、１７日

、⑤午前１０時１０分～１０時４０分、⑥午前１１

時～１１時３０分　※①③④は６カ月～１歳未

満の乳児と保護者対象、②⑤⑥は１歳児と

保護者対象（先着各１５組、ハンカチ持参）。

※いずれも当日、直接会場へ。

自動車文庫「つつじ号」巡回日程



けあぱるパソコン講座

①フリーソフトを活用した画像加工

とき　１０月１５日～２９日の毎週木曜日、

午前１０時～正午（全３回）

②年賀状作り

とき　１１月１２日～２６日の毎週木曜日、

午前１０時～正午（全３回）

③オリジナルの音楽ＣＤ作り

とき　１２月１０日～２４日の毎週木曜日、

午前１０時～正午（全３回）

ところ　けあぱる　

定員　各８人（申し込み先着順）　

参加費　各５０００円（別途テキスト代実費）

持ち物　ノートパソコン、①はデジタ

ルカメラ

申し込み　いずれも９月１０日、午前

９時～、けあぱるへ（電話申し込み不

可）　※いずれも９月６日、午前７時

～、けあぱるホームページ〔http://

carepal.or.jp/〕からも申し込みできま

す（定員各５人、申し込み先着順）。

シニア向けスマートフォン講
習会

とき　１０月７日～２１日の毎週水曜日、

午後２時～４時（全３回）

ところ　総合福祉会館

内容　ネット検索、地図・テレビの見

方、カメラの使い方

対象者　市内在住で６０歳以上の人

定員　１０人（申し込み多数の場合抽選）

参加費　無料

申し込み　９月１０日～１８日まで

に、総合福祉会館へ（電話申し込み可）

教えて！内モンゴルのこと

　中国の自治区の一つ「内モンゴル」

で生まれ育った 春 
しゅん

 英 さんを講師に招
えい

き、内モンゴルの歴史や現在の様子、

広い草原での暮らしの知恵などについ

て教えていただきます。

とき　９月２５日、午後１時３０分～３

時３０分

ところ　とんだばやし国際交流協会

定員　１０人（申し込み先着順）　

参加費　３００円

申し込み　９月８日～２４日まで

に、ＮＰＯ法人とんだばやし国際交流

協会〔・(２４)２６２２〕へ

男性の料理教室　　　　　　
～これならできる一汁二菜～

とき　①９月２４日、②１０月１日、

③８日、午前１０時～午後１時（全３

回）

ところ　人権文化センター

内容　①根菜入りハンバーグ・ミモザ

サラダ・手軽なビシソワーズ、②サン

マのポン酢煮・秋ナスの揚げ浸し・キ

ノコとワカメの味噌汁、③シューマイ・

小松菜の中華風サラダ・酸辣湯（スー

ラータン）

対象者　市内在住・在勤の男性

定員　８人（申し込み多数の場合抽選）

参加費　無料（材料費３回分２１００円程

度実費）

申し込み　９月９日までに人権文化

センターへ（電話申し込み可）

２７

  

シニアに役立つスマートフォ
ン教室

とき　９月１８日～１０月２日の毎週金曜

日、①午前９時３０分～正午、②午後１

時３０分～４時（いずれも全３回）

ところ　レインボーホール（市民会館）

内容　ネット検索、

地図・テレビの見方、

カメラの活用法

定 員　① ② 各１６人

（申し込み先着順）

参 加 費　無 料（ス

マートフォン貸し出しあり）

申し込み　９月７日～、ＮＰＯ法人

きんきうぇぶ〔(２９)００１９〕へ

 カルチャー



各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

２８

第１回みなみかわち歴史ウォーク
「涼秋の古市古墳群、神社仏
閣を歩く」～竹内街道から巡
礼の道へ～

　華やいで大阪・南河内観光キャン

ペーン協議会では、「今なお残る歴史」

をテーマに古墳や社寺、文化遺産など

を訪れるウォーキングを開催します。

とき・ところ　９月２０日、午前９時

３０分～１０時に駒ヶ谷

駅西側公園へ集合

（近 鉄 南 大 阪 線

「駒ヶ谷駅」から徒

歩５分）　※荒天中

止。

コース　駒ヶ谷駅西

側公園（スタート）→白鳥神社→誉田

八幡宮→墓山古墳→羽曳野市役所→白

鳥陵古墳→峰塚公園→清寧陵古墳→美

具久留御魂神社→お亀石古墳→錦織神

社（ゴール）→近鉄長野線「川西駅」

（徒歩約１３㌔）

参加費　無料（拝観料など実費）　

特典　抽選で参加賞をプレゼント、完

歩賞（シリーズ全３回を完歩した人全

員に賞品をプレゼント）

問い合わせ　同協議会事務局（千早赤

阪村まちづくり課内）〔(７２)００８１〕

手話一日入門教室

とき　９月１１日、午前１０時３０分～正

午

ところ　金剛公民館

対象者　市内在住・在勤・在学の人

定員　１０人（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　９月６日～、上田　りつこ

さん〔・０７２(２８９)７８６７〕へ

農空間ウォーキング

とき・ところ　１０月２５日、午前１０時

にサバーファーム第二駐車場（佐備

２３００）集合（小雨決行）

※大雨の場合は１１月１日に順延。

内容　農地開発された広大な地区内

を、ごみ拾いをしながらウォーキング

（約１．５㌔）し、途中コスモス摘みやラ

イスセンターを見学した後、サバー

ファームでイモ掘りを体験

定員　１５０人

参加費　無料

※動きやすい服装、靴で参加してくだ

さい。

申し込み　１０月５日（必着）までに、

はがきに参加者全員の住所、氏名（ふ

りがな）、年齢、性別、電話番号、集合

場所までの交通手段を記入し、５８４-

００５２佐備１１０３の１　東条地区土地改良

区内東条農空間保全協議会へ（電話申

し込み不可、申し込み多数の場合抽選）

問い合わせ　同協議会事務局〔(３３)

１１７１〕

第65回市民文化祭

①コーラスフェスティバル

とき　９月１３日、午後１時開演

②市民川柳大会

とき　９月１９日、午後１時開演（出

句締切）　

③謡曲大会

とき　１０月４日、午前１０時開演

④筝・三絃・尺八演奏会

とき　１０月４日、午後１時開演

ところ　①④＝すばるホール２階ホー

ル、②③＝すばるホール２階小ホール

※いずれも入場無料、当日直接会場へ。

問い合わせ　すばるホール

南河内大阪 産 めぐりスタンプ
もん

ラリー

　南河内の農林産物などに親しんでも

らうため、スタンプラリーを開催しま

す。大阪産の農林産物などを扱う参加

店（直売所や飲食店など）を巡り、応

募用紙に３カ所のスタンプを集めて応

募していただいた人の中から抽選で、

南河内の農産物などをプレゼントしま

す。応募用紙は、参加店（約４０カ所）

や市役所農業振興課などに備え付けて

います。

とき　９月１０日～１１月３０日

参加費　無料

※詳しくは、府南河内農と緑の総合事

務所ホームページ〔http://www.pref.

osaka.lg.jp/minamikawachinm/m_index

/index.html〕をご覧ください。

問い合わせ　同事務所〔(２５)１１３１〕

陸上自衛隊中部方面音楽隊    
コンサート

　東北復興支援のため、同コンサート

を開催します。当日は、被災地での救

援活動などのスライド上映もあります。

とき　９月１６日、午後７時開演

ところ　ＳＡＹＡＫＡホール（大阪狭

山市狭山一丁目８７５の１）

入場料　無料

申し込み　９月７日（消印有効）ま

でに、はがき（１枚に２人まで）に参

加者の住所、氏名、年齢、電話番号を

記入し、６５９-００２３芦屋市大東町１０の

１２の２０８　陸上自衛隊中部方面音楽隊

後援会〔０９０(３６７２)００２６〕へ

※申し込み多数の場合抽選、抽選結果

の発表は座席券の発送をもって代えさ

せていただきます。

※広告の問い合わせは、ＳＴ綜合広告〔０７２(３６８)１２２７・０７２(３６８)１２２８〕へ。



２９

 後 の
のち

 雛 「
ひな

 素 
す

 謡 の夕べ」
うたい

　じないまち四季物語「後の雛」の開

催に合わせて、能の「謡曲」・「仕舞」を

上演する「素謡の夕べ」を実施します。

とき　１０月１０日、午後６時～７時４０

分（午後5時３０分開場）

ところ　重要文化財旧杉山家住宅

定員　７０人

参加費　５００円（入館料含む）

申し込み　９月１日～２５日（消印

有効）までに、往復はがきに参加者の

住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番

号を記入し、５８４-００３３富田林町２６の

１８　富田林じないまち文化トラストへ

（申し込み多数の場合抽選）

問い合わせ　じないまち四季物語実行

委員会〔０８０(６２０５)４５４０〕

「 義  経  記 」を読む
ぎ けい き

とき　１０月６日、２０日、午後６時

３０分～８時（全２回）

ところ　金剛公民館

内容　義経と弁慶の

生誕、義経と弁慶の

出会い

定員　８０人

受講料　無料

講師　四重田　陽美さん（大阪大谷大

学文学部教授）

申し込み　９月１日～１５日（必着）

までに、往復はがきに講座名、参加者

の住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話

番号を記入し、５８４-００７２高辺台二丁

目１の２　金剛公民館へ（申し込み多

数の場合抽選）　※来館して申し込む

場合は、返信用のはがきを持参してく

ださい。定員に満たなかった場合は引

き続き受け付けします。

  

  

ボードゲーム                        
in きらめきファクトリー

　国内外のさまざまなボードゲームを

展示します。

とき　９月１９日～２８日、午前１０時

～午後６時

ところ　観光交流施設「きらめきファ

クトリー」２階　入場料　無料

問い合わせ　きらめきファクトリー

たび旅とんだばやし              
まち歩きツアー

とき・ところ　９月２７日、３０日、

いずれも午前１０時３０分に、きらめき

ファクトリー集合

内容　寺内町まち歩き、匂い袋作り体

験、浄谷寺での写経体験など

定員　各１５人（申し込み先着順）

参加費　３９８０円（体験料・昼食代含む）

申し込み　９月１０日、午前１０時～、き

らめきファクトリーへ（電話申し込み可）

※参加には、たび旅とんだばやしへのメ

ンバー登録が必要です。

古民家で楽しむ「錦影絵」

　和製幻燈から映し出され、和紙のス

クリーンに浮かび上がる、幻想的な錦影

絵の物語を古民家でお楽しみください。

とき　９月２３日、午後６時３０分～７

時３０分（午後６時開場）

ところ　重要文化財旧杉山家住宅

定員　８０人（当日、直接会場へ）　※午

後５時５０分から整理券を配布します。

入場料　無料

問い合わせ　文化財課（内線５０８）

  イベント サバーファームだより

　お花畑では、ピンクや赤のコスモス

が咲き、園内は秋の装いに衣替えです。

●ブドウ大福作り

とき　９月６日、１３日、２０日、２２

日、２７日、午前１０時３０分～正午、

午後０時３０分～２時、午後２時２０分～

３時３０分

定員　各２０人　参加費　７００円

●秋ジャガイモ植え付け体験

とき　９月６日、午前１０時３０分～正午

定員　３０人　参加費　無料

●イチゴ植え付け体験

とき　９月２６日、２７日、午前１０時

３０分～正午

定員　各３０人　参加費　無料

●サツマイモ大福作り

とき　１０月４日、午前１０時３０分～正

午、午後０時３０分～２時、午後２時２０

分～３時３０分

定員　各２０人　参加費　７００円

●稲刈り体験

とき　１０月４日、午前１０時３０分～正午

定員　３０人　参加費　無料

※いずれも当日、午前９時３０分～、受

け付け（申し込み先着順）。

●秋の大収穫祭

とき　１０月３日、４日、午前９時

３０分～

内容　サツマイモ、サトイモ、シシト

ウ、スイートコーンなど旬の野菜の収

穫体験や、子どもが楽しめるゲームを

開催

※いずれも入園料は別途必要です。

※レストランのみご利用の場合は、入

園料なしでご利用いただけます。

問い合わせ　サバーファーム

※広告の問い合わせは、ＳＴ綜合広告〔０７２(３６８)１２２７・０７２(３６８)１２２８〕へ。



各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

市民総合体育館                     
体験教室の参加者を募集

《卓球》

とき　１０月１日、①午前１０時～１１時

３０分、②午後１時～２時３０分

対象者　１６歳以上の人（①初心者、②

初心・中級者）

《バドミントン》

とき　１０月１３日、午前１０時～１１時３０分

対象者　１６歳以上の初心者

ところ　市民総合体育館

定員　各１５人（申し込み先着順）

参加費　無料

持ち物　上靴　※用具は貸し出します。

申し込み　９月７日～、市民総合体

育館へ（電話申し込み可）

 

●メンズ・ヨガ

Ａ市内在住の人　Ｂ若干名　Ｃ第１・

３水曜日、午後７時～８時３０分　Ｄ金

剛公民館　Ｅ月額１０００円　Ｆ・Ｇ浅野

和美さん〔(７８)９１１１〕

●エーデルワイス（英会話）

Ａ市内在住の人　Ｂ若干名　Ｃ毎週水

曜日、午前９時３０分～正午　Ｄ金剛公

民館　Ｅ３カ月４０００円　Ｆ・Ｇ吉川さ

ん〔０８０(３７６１)５９５７〕

●カーリン大伴（カーリンコン）

Ａ市内在住の人　Ｂ多数　Ｃ毎週日曜

日、午後１時１５分～４時　Ｄ大伴小学

校体育館　Ｅ入会金２０００円、月額３００円

Ｆ・Ｇ河原さん〔０９０(５１６２)４７３５〕

クラブ員募集

※各施設へ電話をされる際には、おかけ間違いのないようにご注意ください。

●富田林球友クラブ（卓球）

Ａ市内在住・在勤・在学で中学生以上

の人　Ｂ１０人　Ｃ・Ｄ

毎週水曜日、午後６時

３０分～９時＝市民総合

体育館、第１・３日曜

日、午後０時１５分～２

時４５分＝青少年スポーツホール　Ｅ入

会金１０００円、月額１０００円　Ｆ・Ｇ宮崎

一さん〔０９０(３９４４)８６８５〕

●金剛木版画クラブ

Ａ市内在住・在勤・在学の人　Ｂ５人

Ｃ第１・３日曜日、午前９時３０分～１１

時３０分　Ｄ金剛公民館　Ｅ月額１０００円

（別途教材費実費）　Ｆ・Ｇ井上　清

さん〔(２８)０３８０〕（午後６時以降）

３０

※広告の問い合わせは、ＳＴ綜合広告〔０７２(３６８)１２２７・０７２(３６８)１２２８〕へ。

Ａ対象者 Ｂ募集人数 Ｃ活動日時

Ｄ活動場所 Ｅ会費 Ｆ申し込み

Ｇ問い合わせ



《陸上の部》

⑪バランスボール　１０月６日～２８年１

月１９日の火曜日、午後２時３０分～３時

３０分

⑫フラダンス　１０月１日～２８年１月１４

日の木曜日、午前９時４５分～１０時４５分

⑬ヨガ　１０月１日～２８年１月１４日の木

曜日、午後１時～

２時

⑭ライトヨガ　１０

月１日～２８年１月

１４日の木曜日、午

後２時３０分～３時

３０分

※いずれも１２月は休講します。

ところ　ウエルネスけあぱる

対象者　高校生以上の人

定員　各１５人（ただし③⑦⑩は各２０人、

⑪は１０人）

参加費　各５０００円　

※施設利用料は別途必要です。 

申し込み　９月８日、午前９時～、

ウエルネスけあぱるへ　

※いずれも申し込み先着順。

９月・10月の　　　　　　　
東公民館ホール一般開放

利用内容と貸出遊具　卓球、バドミン

トン、フリーテニス、輪投げ、インディ

アカ

とき　９月１３日～１１月１日の毎週日曜

日、いずれも午前９時～午後５時

使用料　無料　

持ち物　上靴　

問い合わせ　東公民館

〔金剛連絡所　 (29) 1401〕

  

健康づくり教室（10回）

《水泳の部》

①はじめてスイミング　１０月１３日～２８

年１月２６日の火曜日、午後１時～２時

②スイムトレーニング　１０月１３日～２８

年１月２６日の火曜日、午後２時３０分～

３時３０分

③アクアビクス　１０月７日～２８年１月

２０日の水曜日、午前１１時～正午

④４泳法チャレンジ　１０月７日～２８年

１月２０日の水曜日、午後１時３０分～２

時３０分

⑤クロールからのステップアップ　１０

月７日～２８年１月２０日の水曜日、午後

３時～４時

⑥クロール入門　１０月１日～２８年１月

１４日の木曜日、午後１時～２時

⑦水中ウォーキング　１０月１日～２８年

１月１４日の木曜

日、午後２時３０

分～３時３０分

⑧平泳ぎプラス

１０月９日～２８年

１月２２日の金曜

日、午後１時～

２時

⑨リラックススイミング　１０月９日～

２８年１月２２日の金曜日、午後２時３０分～

３時３０分

⑩アクアトレーニング　１０月３日～２８

年１月１６日の土曜日、午後２時～３時

  スポーツ

３１

電話番号＆今月の休館日

※休館日は翌月の５日まで掲載。なお、休
館日以外でも受け付けできない日や時間帯
がありますのでご注意ください。

●市民総合体育館　　　　  (24) 2265

　１０/５

　※９/１３、午前９時～正午まで、スポ－

　ツ・レクリエーション祭のため受け付け

　業務は実施しません。また、トレーニン

　グ場・卓球場も利用できません
●青少年スポーツホール　  (29) 3778
　１０/５
●総合スポーツ公園　　　  (35) 2121
　休みません
●図書館
　中央 (25) 4921・金剛 (28) 1171
　９/７、１４、２1、２２、２８、１０/５
　※９/２３（秋分の日）は開館します
●公民館　
　中央 (24) 3333・金剛 (28) 1121
　東 (25) 1772・ 喜志分館 (25) 7966
　９/７、１４、２１～２３、２８、１０/５
●人権文化センター　　　  (24) 0583
　９/６、１３、２０～２３、２７、１０/４
●児童館　　　　　　　　  (25) 0666
　９/６、１３、２０～２３、２７、１０/４
●青少年センター(社会教育課)  (24) 1451
　９/７、１４、２１～２３、２８、１０/５
●すばるホール　　　　　  (25) 0222
　９/７、１４、２８、１０/５
●レインボーホール(市民会館)  (25) 1117
　９/２、９、１６、２２、２３、３０
●市民公益活動支援センター  (26) 7887
　９/５、６、１２、１３、１９～２３、２６、２７、　
　１０/３、４
●総合福祉会館　　　　　  (25) 8261
　９/２２～２４
　※９/２１（敬老の日）は開館します
　※毎週木曜日は浴場の利用はできません
●かがりの郷　　　　　　  (20) 6070
　９/２１～２３
　※毎週月曜日は浴場の利用はできません
●けあぱる　　　　　　　  (28) 8600
　ウエルネスけあぱる　 　 (28) 8668
　９/７、１４、２１、２８、１０/５
●農業公園サバーファーム  (35) 3500
　９/７、１４、２４、２８、１０/５
●旧杉山家住宅・寺内町センター  (23) 6117
　旧田中家住宅　　　　　  (25) 6771
　９/７、１４、２８、１０/５
　じないまち交流館　　　  (26) 0110
　９/７、１４、２４、２８、１０/５
●きらめきファクトリー（観光交流施設 ） (24) 5500
　休みません
●消防本部　　　　　　　  (23) 0119
　金剛分署　　　　　　　  (29) 0119
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つどいの広場つどいの広場をを

ご利用くださ　　ご利用くださいい

問い合わせ問い合わせ　こども未来室（内線２０３こども未来室（内線２０３））

市内に開設している「つどいの広場」は、親　市内に開設している「つどいの広場」は、親子子

（主に０～３歳の乳幼児とその保護者）が気軽（主に０～３歳の乳幼児とその保護者）が気軽にに

集い交流することができる場で、子育ての相談集い交流することができる場で、子育ての相談がが

できるスタッフや地域の親子と出会えますできるスタッフや地域の親子と出会えます。。

また、子どもを対象とした講座だけではなく　また、子どもを対象とした講座だけではなく、、

お父さん・お母さんを対象とした講座も実施しお父さん・お母さんを対象とした講座も実施してて

いますので、ぜひご利用ください（開設日・時間いますので、ぜひご利用ください（開設日・時間・・

場所は図参照）場所は図参照）。。

※広告の問い合わせは、ＳＴ綜合広告〔０７２(３６８)１２２７・０７２(３６８)１２２８〕へ。

ほっとひろば・
かがりの郷

ほっとひろば・
すばるホール

ほっとひろば・
レインボー

毎週毎週月月・金・金・・土曜日（祝日を土曜日（祝日を含含
むむ））、、午前１０時～午後４時、午前１０時～午後４時、レレ
インボーホール（市民会館インボーホール（市民会館））

毎週火～木曜日（祝日は毎週火～木曜日（祝日は除除
くく））、、午前１０時～午後４時、午前１０時～午後４時、かか
がりのがりの郷郷

毎週水～金曜日（祝日を毎週水～金曜日（祝日を含含
むむ））、、午前１０時～午後４時、午前１０時～午後４時、すす
ばるホーばるホールル

毎週火～木曜日（祝日を毎週火～木曜日（祝日を含含
むむ））、、午前１０時～午後３時、午前１０時～午後３時、ひひ
だまり（向陽台二丁だまり（向陽台二丁目目１１３の２）３の２）

ひだまり

毎週火・金曜日（祝日は除毎週火・金曜日（祝日は除くく）、）、
午前１０時～午後３時、グリ午前１０時～午後３時、グリーー
ンピア東条（龍泉５９４の２ンピア東条（龍泉５９４の２））

すこやかひろば・東条

毎週月～土曜日（祝日は毎週月～土曜日（祝日は除除
くく））、、午前１０時～午後３時午前１０時～午後３時、、
ネットワークすこやか（須ネットワークすこやか（須賀賀
二丁目２５の２７二丁目２５の２７））

すこやかひろば・須賀

ほっとひろば・
ふらっと

毎週月～土曜日（祝日を含む毎週月～土曜日（祝日を含む、、
第３火曜日は除第３火曜日は除くく）、）、午前１０時～午前１０時～
午後４時、ふらっとスペース午後４時、ふらっとスペース金金
剛（寺池台一丁目１３の３１剛（寺池台一丁目１３の３１））

ほっとひろば・すばるホーほっとひろば・すばるホールル

ひだまひだまりり
すこやかひろば・須すこやかひろば・須賀賀
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